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はじめに

　中圏出地で最高峰である大山を申心とする地域は

中圏地方の主軸をなしている中社山脈の却却に位置

している。この地域は叢くからの信｛瑠こ支えられ，

また犬鷲1年に大山隠岐国立公園として制定される

など早くから保護管理されており，現在もきわめて

すぐれた自然景観が残されている。

　大山の申腹に広がるブナの原生林，山頂部の特異

な外観を示すキャラボク林など，山地帯から颯高山

帯にかけての垂直的な植物群落の推移や，山腹を大

きく刻む崩壌地に発達している植物群落の遷移系列

が見られるなどきわめて学術的にも価値が高い。ま

た植物相，動物相も変化に富み，固禽種，大陸系，

北方系，醜聞系などの種が生息しており，自然度の

高い豊かな生物相を示している。近年いわゆる襯光

開発が進み，車道の山地への侵透にともなう観光客

の増加によってこれらの自然環境の破壊が園立ちは

じめている。申でも山麓から大山寺に達する席料道

路，大由の海抜800mの中腹を半周する環状道路お

よびそれに伴う休憩所付近では自然破壊の度合が強

まっている。

　このような現状をふまえて将来にわたって大山の

自然策観を十分に保護し，その枠内での慎重な利用

を考え，さらに積極的な管理と，民事されている植

生の復元をめざすために，植生の側からの診断を騒

的とした調査が鳥取大学の協力を得て1971矩7月30

日～8月2日および10月29日～30撮の2回にわたっ

て大山山系山域の植生調査が行なわれた。この調査

はとくに東大山をつらぬく単道建設計画がなきれて

いたという路線沿い（例えば大体峠，矢筈ケ山，甲

ケ山，勝田ケ山，船上山など）をはじめ主峯大由，

由麓部の桝水原，文珠堂，鏡ケ成，地獄谷など海抜

600mより1，700田にわたる山回のほぼ全域にわたっ

て可能なかぎり全ての植生型を対象に行なわれた。

　さらにこれらの植生調査と平行して1：25，000の

地形図上に現存纏生図の作成が進められた。この作

業においては後日の植生単位，凡例（LegeHde）の決

定にもとづいて，現地での相観的な植生図をもとに

空中写真（1967年版）による補足訂正を行ないなが

ら調査地全域の植生の配分や広がりがおさえられた。

　本報はこれらの植生学的な調査結果を基礎に大山

の櫃生量観の保全と，道路建設などによる破壊から

の保護や後元の闘懸について植物社会学的および生

態学的な立場からの基礎資料を提供しようとする

ものである。

　現地植生調査に対して津山科学教育博物館の生駒

義博氏をはじめ，鳥取県関係の各位，ならびに鳥取

大学，横浜圏立大学の学生諸霜の協力を得た。記し

て厚く謝意を述べたい。

1　大山の自然環境とフロラ

1　地形・地質

　中里地方の主軸は省生周，中生層とそれを貫入し

た花輝岩類とからなる中圏山脈である。この脊稜山

地には，島取県の西から道後山（1，269m），　那破山

（L240m），氷ノ山（1，510！n）などが県境に位置し

ているのがみられる。大山はこの母国山脈の北側に

位置している。

　大山は大山火山帯に属する海抜1，713mの死火山

である。火山体構造は距大なトロイデ式火由で海抜

900mから山頂部にかけて急しゅんな山腹斜薗を形

成している。しかし海抜900m以下の山麓部は急に

傾斜がゆるやかになりヨ本海の海岸に向かって広大

なすそ野が発達している。

　主峯大山を形成する岩石は角閃安山岩類などの酸

性度，誤字の強い溶岩からなっている。一般に母岩

はもろく，とくに大山由頂部より出組にかけて各所

に崩壊地および崖錐が生じている。北斜逼の元谷，

爾斜面の一ノ沢，ニノ沢，三ノ沢などにはとくに大

きな崩壊斜面が見られ，現在も絶えまなく土砂崩壊

がつづいている。烹峯の北部には三鈷峰の審生火山

をはじめ南東部に鳥ケ山，擬宝珠山，蒜山などの審

生火山や，外輪山の矢筈ケ山，甲ケ山，勝田ケ山な

どが主峯の東北に位置している。また大山山麓には

阿彌陀川，甲川，力騰蛇川などの申小河川が晃られ

る。とくに加勢緒川の上流部は地獄谷と呼ばれる深

い渓谷で，そこには大山滝がかかり，美観を呈して

いる。
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Abb　2特異な景観をもつ大由の乍峯。　（鍵撰1駄より望む）



2　メ㌔候

　前項で述べられたように，大山は脊稜山脈より北

側にあることから，夏冬2季に降水黛のやまをもつ

典型的な裏日本降雨圭願に属している。これは脊稜山

脈を亡いに南の年闘降雨量の少ない瀬戸ミ内海崖気候

と蜂鰐象をなしている。綴井（1966）によれば，中

岡地方では裏臼本型の女（候がヰ覆壽山脈を越えて爾在剰

にまで進出する状況が明らかにされているQこのこ

とからも大山追追が彫込！的な裏iヨ本型気嫉の支醗下

にあることが磁謡忍される。

　さらに大山は雪積甲こも多く最：深2～3m，根雪期

悶100日以．iニニにおよぶところもあり，北陸につぐ深

霊地帯の西縁をなしている◎また大lhが海動線に近

い独立峯であるため気候条件もきびしく，とくに冬

季の躍ヒ西季節風が強く影響していると考えられる。

　大山のこれらの地形や気候などの隠然環境は．大1．ii

特有σ）植物の生育や継物群落の発達および分布に対

して重要な心心要因となっている。

3　義臣勿イ肩〈フロラ）

　申絹山地の摂本海側におけるフロラについては今

までに生駒（1967＞，佐々木（／958），堀川・佐々木

（／959），　擁1縫q。ク乏肇f　（1967），　簸琵メ【i幽霊倉本9：安｝」象i。　｛右三

々木（／966）によって植物群落との関連において報

告されている。

　：大山のフロラは，生態学的または分類学的見地か

らみて特異な植物が多くみられる。大lllの標高は，

1，7／3mであるが，海抜圭，700灘｝付近より上鴎1は西犠

本では．垂庭分布的に山重虚帯から亜高山’lil；にうつる地

点であるといわれており，また冬季の多雪などの裏

日本型気候の影響響が強いことなどから，いわゆる亜

高由，高山系．要素や裏日擁く要素の植物が多く分布し

ている。

　輸出～亜高1昂lll；（1飯寒帯）に分擁」の多＝｛祝二・をおく残

存種としてアカモノ，マイズルソウ，ヒメアカパナ，

ツガザクラ，コメバツガザクラ，ミヤマクワガタ，

タチコゴメゲサなどが多くみられる。またEi本海．要

素の植物で分緬的に西限地域として特徴づけられる

ものにエゾユズ1タハ，ヒメモチ，チャボガヤ，キャ

ラボク，ダイセンキスミレ（ナエ・バキスミレともい

い1三L叡海沿岸地：方の1｝1ξ所にはえる〉などがあげられ

る。

　キャラボクの群落は大山山頂部や粟大li」の山頂部

および尾根部に発達している。キャラボクは東北地

方から申圏地方にかけての一徹日本地帯に散在して分

布し，この地域が分布の西醸付近にあたるものと考

えられる。エゾユズリハ，チャボガヤ，ハイイヌガ

ヤなどの常緑底本はブナ林の林床で良好な生育をし

めしている。また海抜900m削節の岩角地や崩壊地

にはミヤマクワガタ，タチコゴメグサ，ダイセンキ

スミレ，ダイセンオトギリ，ヒメアカバナなどがみ

られる。大山山頂部の安定した階段状の斜1菌にはツ

ガザクラ，コメバッガザクラがみられるが，これら

の植物は主な分布域である巣北および巾部山岳の風

衝媛牲低木受認として広く分布しているが，大i堰こ

も隔離分留的な生育がみとめられる。ヒメアカバナ

も洋島に隔離分布した案1貢としてあげられよう。

　ブナ林には裏「三i本要素の蟹〔物とともに表日本要素

の植物も多く生育しており，群落的には1ヨ本海賦の

ブナ林の西縁部としての特異性を示している。

11　植生概観

　植生調査の対象となった主な地域は船｛：二八（616

m）付近をのぞけば海抜800m以高のブナクラス域

にあたる。また大1．雛Ll頂綿の1，70伽骨近では一部

1距高山性の撫ll生形態が見られる。大山および東大lli

の植生を璽直分ri∫の観点からみると海抜500～600m

付近で上部のブナクラス域と下部のヤブツバキクラ

ス域とに分けられる。両クラス域の境界付近の臼然

植生が残されている船ま＝虜北醐の凹薯犬野守には高木

願にケヤキ，イヌシデを優輸した特異な群落がみら

れる。これより上部の海抜600mから1，350m付近ま

ではクロモジーブナ欝集が広く船守している。

　このブナ林を構成する種群は裏iヨ．本要素のものが

多いが，チシマザサーブナ群國の西阪地域にあたる

ことからスズタケーブナ群Mを構成する表日本要素

の櫃物も多数含まれている。

　ブナクラス域にあたる東大山の海抜1，000m付近

の局地的にやせ尾根状の岩角地にはヒメコマツの群

落が生育している。またEf：｛絹や加勢蛇11i上流の地獄

谷付近では沢沿いの泌床にジュウモンジシダーサワ

グルミ群集の十分発達した群落がみられる。

　ブナ林の．ヒ限付近と考えられる赤玉1，300mより
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山頂部にかけての虜腹や電根部にはッノハシバミ，

キツネヤナギ，タンナサワフタギ，ナナカマドなど

の優刑した風衝落葉低本林が広がっている。この低

木林はさらに．．｝二部のキャラボク群落に接続している。

キャラボク群落は大山山頂綿の風背地に大群．落を形

成している。

　大山の植生景観を弓’き異なものとしているものに尤

谷や…．ニノ沢，三ノ沢でみられる崩壊地落葉低木群落

があるQこの群落はオノエヤナギ，ヤマハンノキ，

ヒメヤシャブシ，灘グソミネバリなどからなってい

るが，｛ll地の安定度および土壌の水分条件に対応し

て種翻戒や群落構造に一連の遷移系列が認められる。

またこれらの崩壊地植イ：1：三と前述の風衝口調｛生とは種

組成的に多くの共通種をもっている。崩壊地でさら

に砂礫移動の激しい立地ではホソバノヤマハハコ，

コメススキの疎生した団塊状の群落が発達している。

また大1矯jj頂の一宮｛1には本州中部高山粥；の高1疑荒原

にみられるツガザクラ，コメバッガザクラなどから

なる風衝媛生低木群落が見られる。

　．大1．hの南西斜面，三三鈷山に至る北東葦1こ1面そして山

頂部のキャラボク群落に隣接したやや湿生な立地に

は高茎・中茎草原が発達している。この草原は相観，

的にヒトツバヨモギ，クガイソウなどの多年生草本

櫛物の優占した群落とヒデノガリヤス，カリヤスモ

ドキなどのイネ科植物の優旨した1業心落とに啓：分され

るQ

　山麓部の観光道路，豪円山スキー場，桝氷原，日

掛峠付近や北部の香数目耕村一一帯，また南東部の笹

ケ平や擬宝珠由山麓では，自然植生のほとんどが過

去から現在にかけて影響してきた人為的．要因，ある

いは他の環境要因によって生じ，持続している代償

植生に二変えられている。

　すなわちブナ林の代償群落としてのリョウブ，ナ

ナカマド，ミズナラの優占した落葉二次林をはじめ

ススキ草原（ホクチアザミーススキ欝集），シバ群落

クマイチゴ，ナガバモミジイチゴなどの翫加8類の

優占した伐跡群．落などがこれらの地域に広がってい

る。踏跡群落として各・地にみられるオオバコ群落は

登山道沿い1ご発達しているが，とくに大由ll顧では

広い面積にわたって生育’しているのが見られた。
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m　記録された植生単位

　前後2圏の調査によって得られた植生調査資料

（Vegetationsaufllal糊e）は約220であった。これら

の資料を他の地域の調査資料と比夏鮫しながら組成表

の作成が進められ，口際的に定義された群集または

中立の群落とが区分された。議録された群落は森鉢

群落1生，草本群落9であった。新たに群集として認

められる可能性のある群落も一一部でてきたが今後の

資料の蓄積をまって，ここでは…応群落として取り

扱い正式な記載を後Elにもちこした。

　A　自然植生　NaζUrlche　Vegもatlon

1 夏緑広葉樹林Sommergr積ne　LauB．

mischw蕊lder

1）ク臓モジーブナ群集（Tab．の

　　（Symploco一）Li！｝dero　u恥bellatae－

　　Fageもロm　crenaもae
　　標微種および区分種：クロモジ，ナツツバキ，

　　アオハダ，フウワンウメモドキ，（コバノブユイ

　　チゴ）。

　　平均llLi現種数36，｝二｝：1現種；数幅27～5嘆。

　1二lli本のブナ林の植物社会学的1本系はSas諏1（1970）

によってまとめられた。そこでは中国i工1地において

海抜600～1，500mの地域に生袴しているブナ林をチ

マキザサ，クロモジ，コバノブユイチゴによって特

徴づけられるクロモジーブナ群集にまとめている。

鳥取大由はこの群．集の分衡域の主部にあたる。今回

の調査においてこのクロモジーブナ群集の存在が再

磁i認された。嗣時に群集の種愚1成および亜群集以下

のレベルでの位羅づけに多少の相違がみとめられた。

　自然継生としてのクロモジープナ群集は，．大山山

系では海抜800～1，300mの人為的雛乱の及ばない匙

域に生育している。クロモジーブナ群集のまとまっ

た植分が見られるのは，大由由麓では大由馴：二部の

北壷皿iや晦斜面の∬：：ニノ沢，黒ノ澱付近，烏ケ山下麓

などである。また火回峠より東大由の外輪ll．iには安

定したブナ林が発達している。（Abb．3）

　調査地域内で最も北に位置する船上山では海抜，

600m付近まで十分発達したブナ林が認められる。

しかし一般に大山由引拠1蓬抜800猟より下部は人為
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Abb　3　人山・東灘山の；U腹を広くおおう安定したクロモンーフナ群集。　（大休峠）



的な破壊が及んでいるため慮然蕪のブナ林を見るこ

とはできない。一方大山は独立峯でありまた日本海

側からの気候的影響に支配されやすい。したがって

気候的極相状態でのブナ林の帯状発達を考えた場合，

ブナの生育する下限が北に低く，爾に高い帯状配列

をとる可能嫉がある。このようなことからブナの下

限の海抜高度に200mの差が生じたと考えたい。一

般に大山山系のいわゆるブナ帯の成立する海抜は

600田から1，350mの闘にあると考えられる。このよ

うな森林群落の下降現象は独立峯的形態をなしてい

る大由の山型に起因すると考えられる。

　クロモジーブナ群集の種組成的な違いは群集標徴

種と亜群集単位段階において多少みられた。佐々木

は，クロモジーブナ群集の標旗種をチシマザサ，ク

ロモジ，コバノブユイチゴとしたが，今回の組成表

の作成過程において以下の問題点が示された。　す

獄わちチマキザサは群集標微種により上級の群闘レ

ベルの標徴種として考えられること。クロモジが表

β本要素の強い種であることからチシマザサーブナ

群団に属する群集の標逆心としての位置づけが弱い

ことなどである。コバノフユイチゴに関しては今回

の調査iで見られなかったので評価されなかった。こ～

れらの問題点が検討された結果，このクロモジーブ

ナ群集はチシマザサーブナ群繍に属し，スズタケー

ブナ群団との境界面に存在する群集と規定された。

佐々木は日本海側の西爾本州，とくに北近畿をクロ

モジーブナ群集の主要分布域としている。群集の標

徴種および区分種は衰日本的要累の強いクロモジ，

ナツツバキ，アオハダ，フウリンウメモドキ，（コバ

ノブユイチゴ〉をもって特徴づけられた。

　佐々木はチシマザサの南口をもってチシマザサ藪

群集とミヤマイボタ亜群集を区分・した。また風衝的

で土壌の乾いた礫状地上に生育するオオィワカガミ

璽欝集の存在を認めた。今圓の調査ではクロモジー

ブナ群集の典型謹群集は見られなかったが，種総成

的に区分された亜群集としてダイセンミツバツツジ

亜群集とミヤマカタバミ亜群集とが識別された。

　（a）ダイセンミツバツツジ亜群集

　　Subass．VOn　Rhodo（玉endron　lag－

　　OPU＄
　　区分種：ミヤマガマズミ，ダイセンミツバツツ

　　ジ，ヤブコウジ，コハウチワカエデ。

　ダイセンミッバッッジ亜群集は大山滝周辺の土壌

の浅く乾性な立地の尾根部，大山のやや乾性な翁面

や礫質の平坦な山麓部に生育している。ダイセンミ

ツバツツジ亜群集は海抜650～1，130mの範囲に晃ら

れるが，一般に海抜700～1，000㎜付近で良好に発達

している。群落構造をみるとこの亜群集に対応する

ミヤマカタバミ亜群集と同様に，低木層の植被率は

50％前後であるが，一般にブナの優申する高木第1

層や高木第2層の発達がよい。この亜群集はさらに

以下の3つの下僚単位に区分された。

　典型変群集は海抜900～1，100mの大山山麓のやや

土壌の乾性な安定した立地にみられた。高木第一層

のブナの植被率は80％前後と他の2つの変群集より

高く，～方草本層の植被率は38％融後とダイセンミツ

バツツジ亜訴訟域の出物群落では一番低い値を示し

ている。（Abb．4）

　オオイワカガミ変群集はオオイワカガミ，ボツツ

ジ，マンサク，アセビによって下位区分される。ま

た草本層を高い被度で生育する国劇イワカガミによ

っても特徴づけられる。この変群集は佐々木のいう

オオィワカガミ亜群纂と同位の群落と考えられる。

この変群集はさらにウスノキ，クロソヨゴ，ネジキ，

イワナシなどの貧養立地に生育する種類によってさ

らに下位区分が可能である。

　オオイワカガミ変群集はブナ群落のうちで最も乾

性な立地に生育する。東大山では一部風衝的な立地

にも分布している。

　クマシデ変群集は海抜700～90伽と一般に低い噺

で発達するブナ林にみられる。高木第1膿や高木第

2層のブナにクマシデが混生し，さらに低木層にヒ

メアオキ，チャボガヤが高被度：に生育している。こ

のクマシデ変二藍は廻本海沿岸では北海道から近畿

北部まで分布しているヒメアオキーブナ群集と種組

成群落構造ともに近似している。しかし大山山系に

おけるこの群落とヒメアオキーブナ群集との関連に

ついては今後の検討にまちたい。

　㈲　ミヤマカタバミ亜講話

　　Subass．von　Oxalis　griffithii
　　区分種：ミヤマカタバミ，エゾァジサイ，オオ

　　カニコウモリ，ユキザサ，ホソバトウゲシバ，
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　　アケホノノユスラン，ノノブカグマ，オソタ，

　　タニキキヨウQ

　ミヤマカタバミ亜群集は海抜800～1，280：nの1隷に

生育し，とくに海抜1，000～1，200m付近で最もよく

発達している。一般にタイセンミツバツツジ謹群集

と比較してより土壌の湿性な安定した立地に生育し

ている。また草本層の多種な植物の出現によっても

特徴づけられる。大山山麓の大部分，大休峠伺近て

Abb　4　尾根部に発達したクロモジーブナ群集，タイセンミツバツツジ藪群集の外観。　（飯盛山）
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Abb　5土壌の深い平坦部に発達したクロモノーフナ群集，ミヤマカタバミ頓群象。高木國に優占したフナ

　　　　林をはじめ低木層，草本層と群落糟麟か閣立つ。　（大休日〉

この亜群集の良好な発達状態が見られる。ミヤマカ

タバミ醗群集はさらに3つの下位単位に区分された

（Abb　5＞。

　典型変群集は海抜1，000－1，300mの大休峠，東大

山，大出滝一帯の土壌の厚い安定した立地に生育し

ている。草本層に亜群集区分鍾としてのホソバトウ

ゲシバ，ノノブカグマが他の変群集より高被覆で見

られるのが特徴的である。

　霧雲イタヤメイゲッ変群集はオオイタヤメイゲッ，

マイズルソウ，オオイトスゲ，ノリウツギによって

下位：区分される。この群落は他のブナ林よりも盤饗

する海難高が高く大山や東大山では上部の風衝落葉

低木林に接している。

　コマユミ変群集は海抜800～1，300m付近にみられ，

コマユミ，スミレサイノン，　ミヤマイホタ，カラク

サイヌワラビ，トチバニンジンによって下位区分され

る。このコやユミ変欝集は佐々木のミヤマイホタ亜

群莫に格当する群落と考えられる。大山山麓とくに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、沢沿の湿生な立地に発達している。ミソンタ，ミヤ

＿マハハソ，バンショウズルによってさらに下位：区分

　することができる。いずれにしてもコマユミ鶏群蒙

　　は平均出現種数40種と他の下位群落に比較して多い

　　（Abb　6）。

　　Abb　6はクロモシーフナ群集の面群集以下の単位

　　が海抜高度，地形，土壌水分条件などの生態的要因

　　との関連において配分された生態的生育域を模式的

　　に示したものである。

2　山地帯渓谷林　Schlucht－Walder

2）シュウモンシシダーサワクルミ群集（Tab　2）

　　P・1ystユch・一Pter・earyet・m

　　群集および群団の叢叢極：サワグルミ，シュウ

　　モンジソダ，ウリノキ，ミヤマイラクサ，サカ

　　ケイノテ，リョウメンノタ，クサアジサイ，ヤ

　　ブデマリ，ムカゴイラクサ。

　　平均旗現杯数40，出現種数輻32～53。

　山地帯ブナクラス域の，とくに裏日本側を主な生

育領域とするサワグルミ林は，大山山系では南璽部
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の地獄谷，大山滝付近および北部好目上流の灘潤な

河成砂礫地に生育する渓谷生落葉広葉樹林である。

大山に限らず一月目サワグルミは湿潤な土壌をもつ

崩壊斜面下部や，数年ないし数10年おきに起る氾

濫や一時1的な冠水などの物理的破壊をうける，やや

不安定な河床にトチノキ，カツラ，オヒョウなどと

ともに生育域の限られた群落として発達しているQ

　中国地方のトチノキーサワグルミ群落については

すでに堀川・佐々木Q959＞，堀川。鈴木・安藤・佐

々木（！966）によって報告されている。そこではサ

ワグルミが多くの場合篇次的遷移系列上の不安定相

を代表するものとして存在し，土壌の安定化ととも

にブナ林へ移行するものと，物理的破襲作用の持続

する環境において，湿潤な狭い受光量域に適した

ブナ林とは異質な安定樒を示すトチノキ，カツラ，

ケヤキの優占した群落へ移行するものとが区分され

ているb後者は渓谷櫨生の極相としてトチノキージ

ュウモンジシダ群集（PQlystichet。一へeSC一

嚇etum　turbinatae）と認められた（四月・

佐々木1959）。

　また東中国地方の氷ノ山では準裏目本気候区の低

い山地の渓谷に発達した林床に裏日本的構成種を多

くもつミヤマクマワラビーシオジ群集（Dryopt－

eri・一Fraxinetum　spaetlana⇔が報告さ

れている（中腰1970）。これらの群落は中園地方では，

海抜500～1，000mの範囲にわたっている。

　今圃の調査では高本層にサワグルミ，オヒョウ，

ヨグソミネバリを優黙し，林床の草本層は平均植破

率65％蔚後，隣に90％以上の植被率に達するジュゥ

モンジシダ，サカゲイノデ，リョウメンシダなどの

シダ類のほかミヤマイラクサ，クサアジサイなど．

よって被われている。この群落は種組成およζ㌧洋落

構造的に，すでに各地で記録されているジ　ウモン

ジシダーサワグルミ群集と同様なものとして識別さ

れた。

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集は本州表臼本

のミヤマクマワラビーシオジ群集と，イワボタンー

シオジ群集（Chrysosplenieto－Fraxin－

etum　spaetianae），中国地方のトチノキージュ

ウモンジシダ群集，そして九州地方のヤマタイミンガ

サーオヒョウ出潮（Cacal｛o－Ulmetum

1aciniatae）とともにさらに上級のサワグルミ

群殴（P七erocaryon　rhOifOhae）にまとめ
られる。

　本地域のジュウモンジシダーサワグルミ群集は本

来の渓声林的要素の強いチャルメルソウ亜群集とブ

ナ林への移行相を示すヤマトキホコリ璽群集に下

位区分された。

　（a）チャルメルソウ亜群集

　　Subass．　vQn　Mitella　stylosa

　　区分種：ウワバミソウ，チャルメルソウ，オヒ

　　ョウ，イヌシデ，フサザクラ，チドリノキ，シ

　　シウド。

　チャルメルソウ唖群集はウワバミソウ，チャルメ

ルソウ，オヒョウ，チドリノキなどの群団レベルの

標徴種およびフサザクラ，シシウドなどの区分種に

よって特徴づけられる。

　大山滝付近および印川など海抜600m前後で記録

されたこの群落は種組成および群落構造的にジュウ

モンジシダーサワグルミ群集として十分発達した郵

分と考えられる。しかし調査区数も3ケ所と少なく

今後の資料追加によっては下位単位の位1置づけに検

討を必要とする。

　（b）ヤマトキホコリ亜群集

　　Subass．　von　Elatostema　laete－

　　virens
　　区分種：ブナ，クロモジ，ヤマトキホコリ，ミ

　　ャマカタバミ，ハリギリ，タニギキョウ。

　ヤマトキホコリ難群集はヤマトキホコリをのぞけ

ば，クロモジーブナ群集領域を主な生育地とするブ

ナ，クロモジ，　ミヤマカタバミ，ハリギリ，タニギ

キョウなどの区分種によって特徴づけられている。

　この樋分は高木騒にサワグルミが優堕するほか，

ブナが少数混生しており，林床はやや乾性的な傾向

にある。このことはこの植分がクロモジーブナ群集

ミヤマカタバミ麗群集に接続する移行櫓にあたるこ

とを示している。

　またヤマトキホコリ亜群集は海抜780～850mの範

囲に生育しており，チャルメルソウ亜群集より高海

抜にあるため，必然的にブナクラス領域の要素が強

く現われてくるものと考えられる。この騰分はさら

にトチバニンジン，エンレイソウの識別種群および

一69一



ナルコユ弓，クルマバナ，　ミヤマ．タニソバ，ヤマソ

テツなどの種類によって下構区分される。

3）ハクウンボクーミズキ群落（Tab．3）

　　S言：yγαコじ。δα88ぬ一COTη鴛ε　co撹γoγθγ8α一Ges－

　　el玉schaft

　　区分種：ミズキ，ハクウンボク，ヨグソミネバ

　　ウ，（ヤマブキショウマ，ミズヒキ，イヌガンソ

　　ク，ナガバモミジイチゴ，ヨシノアザミ）。

　大鋸滝周辺，海抜600～800mの範囲にはジュウモ

ンジシダ～サワグルミ群集と接した湿性な上郷斜面

で土壌の安定した立地にはミズキ，ハクウンボク，

ヨグソミネバリを区分種とするハクウンボクーミズ

キ群落がみとめられた。高木層はミズキ，ヨグソミ

ネバリが高望度に優占する。草本簡はサワグルミ群

閲の標徴種であるサカゲイノデ，ジュウモンジシダ

やブナオーダーおよびブナクラスの標野種であるオ

クノカンスゲ，ミヤマカンスゲが高田度に生育して

いる。（Abb．7）

　単均繊現理数は臓種で｛池の森林群落や渓谷森林群

落に比較して多い。また1回出現種も多いことなど

から，この群落が一定の安定相をもった麟然林とは

考えにくい。しかしチシマザサーブナ群団に対応す

る群落区分種としてミズキ，バクウンボク，翼グソ

ミネバリをあげたが，これらの種はブナクラス域の

森林群落が人為的あるいは霞然的要凶によって破壊

された跡地，とくに湿性な斜面や渓谷：沿いの急斜面

ま二などでは，落葉広葉樹の早期安定相を彫成する三1三

：要構成種群として織地1年忌群落を形成する。このよ

うにハクウンボクーミズキ群落は遷移系列的に入れ

ばサワグルミ林からブナ林へ移行途上の．不安定な群

落と考えられるが，種組成的にはミズキ，ハクウン

ボク，ヨグソミネバワなどの籔合算によって性格づ

けられ，また限られた生育立地にある程度の持続的

安定相をもった毒物群落として発達するものと考え

られる。

　草本層に生育するヤマブキショウマ，ミズヒキ，

イヌガンソク，ナガバモミジイチゴ，諏シノアザミ

はサワグルミ群冠1に糊する二次的綴配を示す艦態的

な指標種群と考えられるもので，本来の意瞭での群

落区分種としては認められない。

　今畷，ハクウンボクーミズキ群落は饒i然植崖に属

　　するものとして記載されたが，多くの場合，二次的

　　作用を受けた半纏然的な渓谷林とも考えられる。こ

　　のようにハクウンボクーミズキ群落はサワグルミ群

　　団とブナ群団との分布的移行帯に位奏するかどうか

　　の間貸とともに今後の資料の追撫をまって再検討さ

　　れるべき群落単位であろう。

　　爆）ミヤマハハソーケヤキ群落（Tab．4＞

　　　　翔e露os7παεeπ編ε一Zε♂んoγαsε押α彦α一Geselレ

　　　　schaft

　　　　区分種：ケヤキ，ハナイカダ，ウリノキ，サン

　　　　ショウ，イヌシデ，　クマシデ，　ミヤマハハソ。

　　　ミヤマハハソーケヤキ群落は山地ブナ帯と低山地

　　カシ帯との推移帯に位旧するいわゆる中野（19荏2＞

　　のクリ帯，吉岡（1953）のモミ帯，鈴木（1952）の

　　ツガ群［ヨコに属する群落である。中閥温帯韓あるいは

　　丸帯林といわれたこの種の落葉広葉裾林は現在吉良

　　ほ971）の温量指数により具体的に示された暖帯落

　　藥樹林帯（Warm一口mperate　deciduous　broaδ一

　　1ea£拓rest　zone）として雄ll解された。

　　　雛物社会学的見地力・らの研究戚果としては鈴木

　　（1952＞の太平洋岸低山帯に発達するツガーコカンス

　　ゲ群集（Carici－Tsuge猟m　sieboldii），

　　内壁・長井（1960＞のEi本海獣の渓谷沿に発達する

　　ッガーサイゴクミッバツツジ群集（Rhodoδen－

　　d・・一Tsugetum　n・出pedis），堀川・佐々木

　　（1959）の串姻地方で1把録されたッガークロソヨゴ

　　群集micl－Tsugetu鵬sieboldli＞，そして

　　釦Li中（1960，1961）により四三地方のツガーアセビ

　　群集（Pieri－Tsu呂etu越，スギーウスゲクロ

　　モジ｛洋集（Lindero－Cryジωmerletu｝n）が

　　報告されている。

　　　これらは二筋の湿潤な岩角二塁や北斜爾の土壌の浅

　　い立地に雄育するツガ，モミなどの針葉樹林の優占

　　した穂落をまとめたものである。

　　　これに対し湿生な渓谷沿いの岩雇｝状斜面や谷筋の

　　土壌の浅い急斜翻には気候的極相あるいは土地的極

　　格としてのブナ林やツガ林に代ってケヤキ，イタヤ

　　カエデ，アカシデ，クマシデ，イヌシデを主要構成

　　樹種とする落葉広葉樹林が発達している。この種の

　　嫡物群落の植物社会学的な位置づけについての提案

　　としては古田（1965）の本州中部紙山帯にお1ナるク

ー70一



Abb　7湿輯な渓谷沿に発達したハクウンホクーミズキ群落。　（大山瀟）
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マシデーコガクウツギ群集（Hydrangeo－Car－

pinetum　japon三cae），　Suzuki，　T．，　Arakane，

M．，Yamanaka，　T，　Sy6no，　K．（1970）のウワバミ

ソウーケヤキ群集£1aωS記e江no－Zelkove－

tumなどがあげられる。

　鈴木（1966＞はこの群集をツガ群団に属するもの

としたが，これらの暖帯落葉広葉樹林は相観‘淘にも

ツガ，モミなどをともなう場合が少ないこと，また

極組成的にも多少の違が見られる。各地のまだ部分

的な植生調査資料からも，いわゆる中閥漏帯の夏緑

広葉梅林のクマシデーコガクウツギ群集やウワバミ

ソウーケヤキ群集と名づけられている群落が隣接し

て礁育するツガ林とは微地形的にその分布域を異に

して発達している場合が多い。さらに各地でこの種

の摘分についての詳細な調査資料がふえれば別の群

団としてまとめられる可能性が高い。

　今側の調査では船上由の海抜菊0～550mイ寸近の岩

屑状の北斜i葡地および火山毒下の海抜800m付近の

テラス状の岩礫地翁面において高木層にケヤキ，イ

ヌシデ，クマシデ，低木層にハナイカダ，ウリノキ，

サンショウ，ミヤマハハソをもつことで特徴づけら

れたミヤマハハソーケヤキ群落がみとめられた。こ

の群落は上部ではクロモジーブナ群集ダイセンミッ

バッッジ亜群集のクマシデ変群集に擾続し下部でヒ

メアオキーウラジロガシ群集（Aucubeto－

Cyc玉obalanopsidetum　steno茎）hyl｝ae）

に接している。

　またチシマザサーブナ群団の標徴種であるヒメア

オキ，ハイイヌガヤ，チャボガヤがこの群落の林床

に高被度で生育しているが，これは日本海沿岸の山

地帯ブナ林のヒメアオキーブナ群集や中凶（1970）

の西口国氷ノ山で記録されたイヌブナーチャボガや

群集（T・rrey・一Fagetu孤lap・nicae＞と

群落種組成が類似している。しかし高木趨にブナ，

イヌブナおよびモミを欠いていることなどから，大

由におけるミヤマハハソーケヤキ群落を別の群落単

位として区刷された。

　このようにブナ林構成種と山地帯下部の落葉樹林

とが混り合っているため，暖帯落葉樹林帯の明確な

形態はとらえにくい。山巾（1963）鈴木・安藤・山

中（1968）は中問温1｛多林のこのような形態を優占種

群の鍾の交錐現象の点から触れている。

　佐々木（1958）は馬取県三徳由で海抜50～400m

の範網に生育する裏［ヨ本型ウラジロガシ林としての

ヒメアオキーウラジロガシ群集の上部に不完金では

あるが暖帯落葉広葉樹林帯の存在の可能性があるこ

とを報告している。しかし～般には日本海側ではブ

ナ帯とカシ帯との閲には中部本州や表日本でみられ

るウラジロモミ，ツガ，モミなどの優占した針葉樹

林帯の存在ははなはだ弱く，ブナ帯とカシ帯とが接

していることが多い。

　事笑，暖帯落葉広葉樹林帯が垂薩分布的にどの範

囲に生育するのか明確にされていない。今酋（1969）

は裏摂本における森林群落の垂讃分布論においてブ

ナ帯としての山地帯とその下部のウラジロガシ帯と

しての亜山地帯の存在を主張した。また山崎（1960）

は1まi地帯を300～1，600磁の範囲，その下部の低山帯

を0～300mの範囲にあるものとした。

　そこで暖帯落葉広葉樹林帯が山地帯の下部400～

80翫nの間に存在するとするならば，今西のいう亜

山地帯を別の意昧での中闘湿帯と新しく定義し，こ

れをもってこの種の群落の生育域とすることが考え

られる。このようにミヤマハハソーケヤキ群落は裏

環本地域において山地帯下部または亜山地帯（400～

80伽〉にわたって特定の生育地に発達する群落と理

解することができる。

3　山地帯針葉樹林　Kiefemwald

　5）ヒメコマツ群落（Tab．5）

　　　Pぬ鴛8Pαγγ∫／♂・γα一Gese豆1scha鼠

　　　区分種：ヒメコマツ，クロソヨゴ，ソヨゴ，イ

　　　ワカガミ。

　　東大山の勝田ケ山，クロモジーブナ群集領域内に

　おける海抜700～900m付近の顔斜面には局地的にヒ

　メコマツの優回する群落が見られる。ヒメコマツの

　生育する立地は隣緩するブナ林の立地より突出した

　尾根状の急しゅんな岩角地である。大山山系ではヒ

　メコマツはこの勝田ケ山の山腹に隈られて見られた

　が，今圓，そこでは非帯状的かつ土地灼丁丁林とし

　てのヒメコマツ群落が見られた。（Abb．8）

　　ヒメコマツ群落はヒメコマツのほかクロソヨゴ，

　ソヨゴなどの常緑低木および草本魑のイワカガミに
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Abb．8　ヒメコマツ群落断面模式
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Tab．5，　ヒメコマツ群落

　　p説u8　pαヅγ‘ガorα　一GeseUschaft
襲r．　　d．　Aufnahme：

Datum　d．　A誠fna穀me：

H6he糠．　Meer

Exposition：

Neigung

Gr6βe（圭．　PrQbeflache

R6益e　d．　Baumsc短cht－1

Deckung　d．　Bau孤sch三cht－1

H6he　d．　Ba犠mschicht－2

Dedくung　d．　Baumschicht－2

H6he（圭．　S£rauchschicht

．Deckungδ．　Strauc註scl｝三cht

H6溢e　d．　Krautsch正。蓋t

Dec｝くung　d．　Krautsc｝｝icht

（m）

　（つ：
（m×n臣〉：

　（m）

　（％〉

　（m）

　（％）

　（m）

　（％〉

　（m＞

　（％〉

調査番号

調査月　日　（’71＞

海抜高度
方位
傾斜
調査瀬積
高木第圭周の高さ

高本第1挙国被率

高木第2麟の嵩さ

高木第2玉植被率

低木網の．高さ

低木溜植被率

菓本顧の高さ
草潔贋植被率

Artenzahl： 出現種数
Trennarもen　der　Gese1輩schaft

　　Plnus　parvi£1。ra

　　Iヨex　sugerokii　var．　10員gipeclu“c鷲隻ata

　　Ilexひegunculosa
　　S｝｝orUa　soldane茎隻oides

Kennartender　Saso－Fag呈on　crenatae　：
　　Hamamelis　lapQnica　var．　oもtusa宅a

　　工lex　cま『enaεa　var．　pa…udosa

　　賊agnolia　saまic三fol三a

　　I至ex　leucocla〔圭a

Kennarもender　Saso－Faget段lia＆Fageもeacre義atae：
　　Quercus　mQngolica　va「・9「ossese「「ata

　　Acer　sieboldianum

　　Fag疑s　creaat且

　　Vミbumum　wrighもi三

　　Sorbus　alni£o…三a

Begleiter：

　　Lyonia　ovalifolia　var，　elliρtica

　　Car峯｝inus　圭axi｛lQra

　　L重ndera　◎b皇usHQba

　　Pieris　　japo蹟三ca

　　恥rya　laPQnica

　　C三ethra　barbiaelv…s

　　S◎rbus　commixta

　　Ilex　macropoda

　　Tr三petaleia　paniculata

　　ilhcium　religiosum

　　V紅cc三nium　lapo範icum

　　Acer　crataeglFolium

　　V遭cciniu田　 hirtu頴

　　R§us　tr玉。h・carpa　　　　　　，

　　Rhodo（圭endrQn　lago裏）us

　　Rhododendron　kaempfer重

Ard…s…a　j＆poniCa

Cy撚b呈d三um　 gQer重ngii

Struthiopter呈s　nゆPQnica

ASplenlum　inclSum

Fundorte： 翻査場所 Berg　Katutag＆sen勝田ケ由

群落籔分種
　　　ヒメコマツ
　　　クロソヨゴ

　　　ソヨコ
　　　イワカガミ
チシマザサーブナ群鰯の標微種

　　　マルバマンサク

　　　ハイイヌツゲ

　　　タムシバ

　　　ヒメモチ
ブナオーダーおよびクラスの標微種

　　　ミズナラ

　　　コハウチワカエデ

　　　ブナ
　　　ミヤマガマズミ

　　　アズキナシ

髄　 伴　種
　　　ネジキ

　　　アカシデ
　　　ダンコウバイ

　　　アセビ

　　　ピサカキ

　　　リョウブ

　　　ナナカマド

　　　アオハダ
　　　ホツツジ

　　　シキミ

　　　アクシバ
　　　ウリカエデ

　　　ウスノキ

　　　ヤマウルシ
　　　ダィセンミツバツツジ

　　　ヤマツツジ

ヤブコウジ

ソユノブノ
シシガシラ

トラノオシダ

B－1

　S
　S
　K
S

S

S

S

獄一2

　S
B－2
B－2
　　S

　　S

B－2
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　S
　S
　S
　S
　S
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　K
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　K
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よって区分された。また高木第1麟はヒメコマツが

優属しているが，高木第2層，低木繕にはブナ群隅

や，さらに上級のブナオーダー，ブナクラスの標微

種も群落構成種として多数生育している。そのため

種組成的にも気候的極相撃としてのクロモジーブナ

群集ダイセンミツバッッジ亜群集のオオイワカガミ

変群集に類似しており群落栄位としての独立姓を認

めにくい爾もある。しかし乾盤および貧養姓立地振

標種群としてのネジキ，アセビ，リョウブ，ホツツ

ジ，シキミ，アクシバ，ウスノキ，シュンランなど

が恒常的に生育しており立地条件も他と纒端に違う

ことから，ヒメコマツ群落はチシマザサーブナ群纐

とは別の上級単位にまとめられる側廊性が強い。

　鈴木（1966）は北海道から中部日本，九州にかけ

ての日本海働の二1二地的ll｝麺約を強く受けた常緑針葉樹

林群落を一つのヒメコマツ群矧（P三nlon　勲en一

鳳phy11ae）にまとめた。そこでは代表的な群集

としてクロベ，ヒメコマツの混盤するクロベーシャ

クナゲ群集（RhododeIIdro－Thujetu狙）が

あるQまた本州，慰圏，九娼の表日本鋤のヒノキ，

ヒメコマツの混生する植物群落はヒノキ群隙（Ch－

amaecyperion　obtusae＞にまとめられてい，

る（山F141960）。

　大山のヒメコマツ群落がこれらのいずれかの欝団

に属するものと考えられるが，分布域からみればヒ

メコマツ群団に含められる可能雛が強い。しかし詳

細な群落の種組成の比較は今後の検討にまちたい。

4　山地帯風衝低木群落　Windexponi－

　　erte　Gehδ1zgesellscha蚕ten

6）ダイセンミツバツツジークロソヨゴ群落

　　（Tab．6）

　　Rん・4・dθ麗γ0π♂α80P冠3一∫♂θ・σS冠8εγo糖var．

　　♂oπ9ゆε（加ηc堀αεα一Gesel五scha王t

　　区分種：ダイセンミツバツツジ，クロソヨゴ，

　　キャラボク，ホツツジ，ヤマツツジ。

　大山では海抜1，300m付近より，東大山では海抜

1｛200mより上部は高木森林限界となり山頂部まで

風衝型の低木群落が発達している。標高己，700mの

大山山頂までの気候学極相は山地帯ブナ林が考えら

れるが，盛夏季の高温，冬季北西季節風の強い影響

などの環境要困が一種の慮頂効果として強く働くた

めブナ林は成立せずこれ1こ代って群落高1～2m程

度の山地帯風衝低本群落が生育している。

　今園大山由系で認められた風衝低木群落は，多数

の落葉低木からなるダィセンミッバツッジークロソ

ヨゴ群落と，大山山頂部において高山帯のハイマツ

群落と掘似な群落形態を減しているキャラボク群集

との2群落である。

　ダイセンミッバッッジークロソヨゴ群落はダイセ

ンミツバツツジ，クロソヨゴ，キャラボクなどによ

って識別された。

　大山では狭い尾根状地形の発達があまりみられな

いこと，濠た相観的に綱様な群落構造を示す崩壊雌

植生の発達がよいことなどから，この群落の生育領

域はかなり隈定されている。しかもそこではこの風

衝低木群落に代るものとしてのキャラボク群落が広

い蒲積で住育している。

　しかし東大山の南北にのびる安定した稜線部では，

ダイセンミツバツッジークロソヨゴ群落の発達は良

好である。そこでは矢筈ケ山や軍団⊥i山頂付近1こお

いてもみられるような岩角状の尾根が発達しており，

この尾根に沿って群落密度の高い矯性樹耀の等分が

狭い群落蟷で生育している。このダイセンミツバツ

ツジークロソヨゴ群落は風向側で風衝型ブナ林に，

風背側では崩平地植生と隣接している。（Abb，9）

　ダイセンミツバツッジークロソヨゴ群落は種組成

的にウスノキ下位群落とハイイヌガヤ下位群落とに

下位区分された。これらの相異は土壌約，地形的な

環境要因に起困しているものと考えられる。

　ウスノキ下位群落はウスノキ，イワナシ，イワカ

ガミによって特徴づけられる。ウスノキ下位群落は

出頂部に近い岩角地や土壌の浅い尾根部の風衝地に

みられる。この群落を特徴づけるイワナシ，イワカ

ガミなどは岩隙地でも十分に生育できる種であり，

またこの職分にはシモッケ，アカモノなどの岩隙地

にしばしば生育する植物が多い。

　ハイイヌガヤ下位群落はハイイヌガヤ，エゾアジ

サイ，タンナサワフタギなどによって下位区分され

たが，ウスノキ下位群落に比較してやや土壌の発達

した風衝地にみられる。ハイイヌガヤ下位群落の植

分は風向側ではブナ林と風背側では崩壊地殖生と接
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Abb．9　ダイセンミツバツッジークロソヨゴ群落断面模式
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続している。

　ダイセンミッバッッジークロソヨゴ群落は岩角地

ややせた電根部の土壌の浅い立地に生育しているが，

低木層は高被度に発達している。そのため草本層の

発達は極端におさえられている。この低木麟にはダ

イセンミッバッッジをはじめとしてボツツジ，ヤマ

ツツジ，アクシバ，ウラジロハナヒリノキ，オオバ

スノキなどツツジ科植物が多数生育している。しか

しこれらのッッジ科現物は他の群落，とくに大由山

系ではクロモジーブナ群集領域の一部で良好な生育

をみる。また区分鍾としてのクロソヨゴはとくに風

衝地に限って生育するものではない。このようにダ

イセンミッバツッジークロソヨゴ群落には特別に群

落を特徴づける標徴種や区分種が欠如している。

　しかしこの群落が相観的にも特異な鮮落であり，

また風衝という気候的環境要因に支配された自然的，

または半自然的な持続群落であることから一つの独

立姓の高い群落単位として考えたい。

　同．様な現象についてSuzuki，　T　et　al（1970）は九

痢中部山岳の二次的影響を強く受けた高木森林限界

上部の落葉低木群落において詳しい考察を行なって

いる。そこでは，独立控が乏しく，特別の標徴種や
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区分種が欠如した低本群落は，低木層と1￥1本目との

階層の特徴的な紀合形態，および群落邉移系列にお

ける構造的発達段階により群集として定義される可

能軽かあると述べている。このことは次に考察され

るキャラボク群隻の位鐸っけにも関連してくる問題

といえる。

7）キャラボク群隻（Tab　7）

　　Tax董etum　Ranae
　　標徴種●キャラボク

　　lx分種．ミヤマタニタテ，ミヤマタニソハ。

　　、1乙均出現種数15，出現秤数幅12～19。

　人IMi簸てはダイセンミツバソッンークロソヨゴ

群落に隣接してキャラボク群集が発達している。1

な乙｛脅域は人由山填部4ぴ抜1，600m封近のやや’1ノ上［」

な風衝懇懇にみられるが，東人由や弓ケ山の風衝的

な尾根働や山頂部にタイセンミソバツツシーキャラ

ホク群落と混4するか所々に小規模な群落を形威し

ている。

　キャラボク群象の低本層は、1！均樹商18mのキャ

ラボクが晶破1蔓，高群展に被いタニウツギ，ミヤマ

イボタ，ヤフウソキなとの落菓低木か多少混律する

程肢てある。報観的には醐圭iハイマツ群落に類似し

た風熱低本耕落てある。

　キャラボク林の林床は密覆するキャラボクの扱菓

によって難く襲撃バヨッバムグラ，ミヤマタニタテ，

ミヤマカンスゲ，クルマムグラ，タニギキョウ，ミ

ヤマタニソハ，ミヤマワラヒなど亜r冒】山帯常緑婁！藥

樹林の林床や受光領域の狭い111醐な訳沿いの1［1／麟｝

森林群落トにしな生台土壌をもつ秤か多数みられる。

　この特徴的な群盈形態と懇懇1戎をもつ風衝講本群

落は標懇懇としてキャラボク，ix分種にミヤマタユ

タテ，ミヤマタニソバをもつキャラボク群負として

認められた。（Abb　10＞

Abb　10大山山頂のぎ長岬1な玉1ノ坦部に発端したキャラボク群落。所々落葉低本のエゾアノサイ，ヤブウツギか混

　　　　生している。　（大山）

タイセンミツバツソジ～クロソヨゴ群落において　　　もキャラボクは十分な生台状態を承すが，最も・良好

一77一



な発達状態をみるのはやや油状な風衝地で冬季の降

雪彙も多く，夏輩においても土壌の灘性度が高く保

たれる立地に限られる。　そこではダイセンミッバ

ッッジークロソヨゴ群落に多くみられる落葉低木の

ノリウツギ，リョウブ，ナナカマド，コミネカエデ

などの生育は弱い。このほかクロソヨゴをともなっ

ていないこと，林昧の草本題の発達が良好なことな

どからダイセンミツバッツジークロソヨゴ群落と明

確に区分される群落としてキャラボク群集が規定さ

れた。　　　，

　キャラボクはイチイと岡様に山地帯から亜高山帯

にかけて生育するが分布域は日本海沿彫地帯に限ら

れている。枝を長く伏騒し，また小枝を細く分け

るなどの特微は多雲地域の生育に適している。この

ようにキャラボクは東北地方から中［潔地方の日本海

彦ミぜに点々と分布している。

　各地のキャラボク群落は大山山頂におけるような

大群落ではなくダイセンミツバッッジークロソヨゴ

群落におけるような他の低木林と混生しているか，

またはブナ群落の下位単位の区分種〔舟な存在として

兇られる（中西・矢野1967，中西1970）。

　大1／」以外の地域ではこのキャラボク群集に対応す

る群落はみられない。このことはキャラボク群集が

地域的に限られた地域悶有の酵集としての色彩を強

めている。

　キャラボクと同様，裏日本多雲地帯の山地帯ある

いは亜高lll帯の風衝落藥低木林として発達している

ミヤマナラ林がある。これはミヤマナラ群集（Na－

noquercetum＞としてみとめられている（宮脇

他1968）。ミヤマナラの生育地はブナ傷の上部で冬．黍黍、

節風のため亜高ほi帯常緑針葉樹林が成立しえない風

衝地に安定した持続群落をつくっている。このよう

にミヤマナラ群集は生育’地，群落種組成などかなり

キャラボク群落と近似している。大場（1967）は大

山のキャラボク群落をミヤマナラ群落の代理群落と

している。

　大山のキャラボク群集はタニウツギ亜群集とヤブ

ウツギ醐群集に1ぐ位区分された。

　タニウツギ種群集はタニウツギ，ミヤマイボタ，

キツネヤナギ，ノリウツギ，シラネワラビによって

特徴づけられる。この藤群集は尾根筋のダイセンミ

ツバツツジークロソヨゴ群落と分布域を接している。

　ヤブウッギ藤群集はヤブウッギ，マイズルソウ，

イヌワラビ，　ミヤマワラビ，ツルアリドウシ，ゴン

ゲンスゲ，シシウドにより下位区分された。ヤブウ

ツギ亜群集はタニウツギ姫群集に比較してより土壌

の湿性な立地にみられる。

　キャラボク群集の生育地を多積雪風衝地としたが，

積雪量がさらに多い凹状地ではキャラボクは生育で

きず，そこでは北諸草原が発達している。大「鋤加齢

部のキャラボク群集内には，所々モザイク状に分布

した高茎草原をみることができる。

5 崩壊地落葉低木群落　Niedrige　so－

m塑ergr蔭ne　Gehδ｝zgesenschaften

an　Rutschh琶ngen

8）キツネヤナギーヒメヤシャブシ群落（Tab．8）

　　8α～ごっσ　γ遅Jpピηα一A♂π艇8　p（3π（∫㍑♂α一Gesellschaft

　　区分種：ヒメヤシャブシ，シシウド，サカゲイ

　　ノデ。

　大山山系の高木森林限界」：二部の風衝低木群落のダ

イセンミツバツツジークロソヨゴ群落に高常在痩：で

生育するッノハシバミ，タンナサワフタギ，ナナカ

マドは広く．各地の二次的な低木群落や勘然的，半膚

然的な落葉低本群落においても出現する。大山の高木

．森林限界上部には風衝低木群落に隣接して生．画する

ヒメヤシャブシを優占した落車低木群落が見られる

が，ツノハシバミ，「タンナサワフタギなどはこの群

落においても高被度に生育している。またこのキッ

ネヤナギーヒメヤシャブシ群落の樹高は2～4mで

観1観的に風衝撃木材ζに類似している。

　しかしこのヒメヤシャブシ群落はダイセンミツバ

ツツジークロソ観ゴ群落と比較して風衝という環境

要因が主動要因ではないこと，　多くの場合湿

露なま二壌をもった臼状斜面に発達すること，さらに

多少不安定な砂礫質の土壌をもった崩壊地沿も・の立

地に限られて分布するなど生育立地はかなり異なる。

また林床にはシシウド，サカゲイノデ，オシダなど

の湿潤な立地に主な生育域をもつ種群が多くみられ

るなど忌詞成的に独立性のi｝1蓬い群落として考えるこ

とができる。今圓ウリハダカエデ，ミヤマカンスゲ，

イタヤカエデなどの多くのブナクラスの標徴種をと
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もない，海抜ユ，500庶の高木森林陵界上部から海抜

1，100m付近の山地帯ブナ林域の崩壇薩閥に生育す

やこの落葉低木群落はとメヤシャブシ，シシウド，

サカゲイノデを区分種にもつキツネヤナギーヒメヤ

シャブシ群落として把握された。キツネヤナギはタ

ニウツギと混融に風衝低木群落のダイセンミツバツ

ッジークロソヨゴ群落にも高常零度で出現する種で

あるがこのキツネヤナギーヒメヤシャブシ群落にお

いても，その植物社会学的な位罎づけを行う上で重

要な種といえる。

　堀川・佐々木（1959）は中國山地において人為的

影響が強く働いた山地帯低木群落をダィセンヤナギ

（キツネヤナギ）一アキグミ群集（Salix　daise一

癖iensis－Elaea即us　umbe玉lata－
Ass⇒と賜田ウッギーイワカガミ群集（Weige－

1a　hortensis－Shortia　soldanelloi－
des－Ass．）を認めている。この2つの群集はキ

ッネヤナギーヒメヤシャブシ群落と同様に，二次的

低木群落や湿姓の土壌をもつ沢沿の自然的あるいは

半自然的な低木群落：をまとめたものである。そして

臼本海沿岸の多雪地帯にその主な分・布域をもつ二次

的低木群落を含めた霞然的，率自然的な低木群落を，1

タニウツギ群団（Weigelion　hortensls）1こ

まとめている。

　また留年’大場（1964）は丹沢山地でブナ林のマ

ント群落としてのエシキウッギ群落について記載し

ている。この群落はタニウツギ群國に対応する表B

本の低木林と考えられる。

　これらの群落と種組成的な比較を行った結果崩壊

地低木群落であるキッネヤナギーヒメヤシャブシ群

落はダイセンミツバッッジークロソヨゴ群落とおな

じようにキツネヤナギ，タエウツギを群団レベルの

標徴種にもつタニウツギ群団に属するものとされた。

　キッネヤナギーヒメヤシャブシ群落は土壌の安定

化がすすめば遷移的には隣接するクロモジーブナ群

集に移行してゆくものと考えられる。しかし元谷や

その他の崩壊地においても現在もなお土砂崩壊が続

いているし高木森林限界上部の風背側の斜面ではし

ばしば雪崩が起ると考えられる。

　このように立地的に不安定であり土壌も湿潤な状

態が保たれるようなところではこのキッネヤナギー

ヒメヤシャブシ群落は持続群落として存在するもの

と考えられる。

　キッネヤナギーヒメヤシャブシ群落は高海抜地の

オシダ下位群落と低海抜地のミズナラ下位群落とに

下位区分された。オシダ下位群落はヤマイヌワラビ，

オシダ，ヤマシャクヤク，サラシナショウマ，オ管

掌ニコウモリなどの塁砦生草本櫨物によって特徴づ

けられている。低木層に高被度に優癒するツノハシ

バミ，コマユミ，ナナカマド，タンナサワフタギな

どはこの植分の風衝的な色彩を強く示している。

　ミズナラ下位群落はミズナラ，ヤマボウシ，クマ

シデ，チャボガヤ，スミレサイシンなどブナ梯域に

主な生育域をもつ種によって特徴づけられている。

この植分はオシダ下位群落に比較して土壌の安定化

の進んだ立地に生育すると考えられる。

9）オノエヤナギーヒメヤシャブシ群落（Tab．9）

　　Sα伽8αCんα伽eπεδS一二♂π㍑8Pεπ面Zα一Gese－

　　11schaft

　　区分種：オノエヤナギ，ヤマハンノキ，ヒメヤ

　　ソヤフソ。

　大山の北轡型および南斜薦には山頂部から海抜

600mの山麓部まで達する大きな崩壊地が発達して

いる。そのなかで北斜面の元谷，南斜面の一ノ沢，

ニノ沢，三ノ沢の規模は大きい。これらの崩壊地は

風薦に起因する雨脚や岩隙にしみ込んだ雨水の凍結

と氷解などの機械的破壊作規により形成された崩旧

地である（堀川・樹頃954）。

　元谷では雨の少ない季節においても中腹付近から

沢の流水をみる。一ノ沢，ニノ沢，三ノ沢では降雨

が長期にわたるときでなければ一般に植物がまばら

に鑑えた鷹礫や砂礫からなる澗沢として荒れた崩壊

地算観を示す。　しかしひとたび降雨となると澗沢

は地表簡を急激な流水によって被われてしまう。こ

の場合，崩壊地の地表面は流水の物理的破壊作用に

よって再び裸地化されるQそして駈たな櫃物群落の

遷移の場を鍵供する。出頂部に近い崩壊地上部では

雨水による破壊作用ばかりでなく雪崩による破壊作

用も強く働いている。このように土壌の不安定な崩

壊地にはその破壌の度合，頻度などにより，遷移系

列における種々の植物群落の種組成的，群落構造的

変イヒが見られる。（Abわ．11）
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Abb　11崩壌地沿に発達したオノエヤナギーヒメヤシャブシ群落。　（三ノ沢）

　　　　　　　一80一



　キツネヤナギーヒメ．ヤシャブシ群落が崩壊地沿の

多少土壌の安定した立地に生育する同訓であるのに

対し直綴崩壊地上にその生育域をもつ櫨物群落とし

てオノエヤナギーヒメヤシャブシ癖落が記録された。

　オノエヤナギーヒメヤシャブシ群落は崩壊地にし

ばしば純群落を形成するヤマハンノキや，ヒメヤシャ

ブシと流水沿いの不安定で湿性な立地に生育するオ

ノエヤナギなどの落葉低木林によって特記づけられ

た。

　大山山頂部の砂礫質の土壌からなる懸崖部にはこ

の崩壊地落葉低木群落は見られず，　常時起ってい

る砂礫移動に対応した草本群落が騰i塊状に生育する

だけである。

　オノエヤナギーヒメヤシャブシ群落が主に1分布す

るのは海抜1，000m以下の三階地での崖錐部にあた

る移動の少ない巨礫や礫の堆積したゆるやかな斜爾

に限られている。婁ノエヤナギーヒメヤシャブシ群

落は群落構造的にみて遷移段階の異なる2つの群落

が区分された。

　ヨグソミネバリ下狛群落はヨグソミネバリ，クマ

シデ，アカシデ，イヌシデなどの谷筋の崖錐地や沢

沿いの湿潤地に主な分布域をもつ落葉低木によって

特徴づけられている。また草本層のヒメノガリヤス，

ホソバノヤマハハコ，フキなど崩壊地に先駆植生と

して発達する草本植物も高被度で生育している。ヨ

グソミネバリ下位群落の主な生育地は海抜的にも低

く，傾斜の緩るやかな崖錐下部で流水による物理的

破壌度の少ない崩壊地の周辺部に隈られている。こ

の八分のみられる地域に隣接してハクウンボクーミ

ズキ群落の発達した所がある。そこではこのハクウ

ンボクーミズキ群落がオノエヤナギーヒメヤシャブ

シ群落の遷移系列上の次期安定相であるとみなすこ

ともできる。

　テキリスゲ下位群落は低木の湿生したヨグソミネ

バザド位群落より遷移段踏の遅れた応分と考えられ

る。この露分はテキリスゲ，コウゾリナ，ヨモギ，

アカソ，ジシバリ，ミヤマクワガタなど湿盤iな謹直

地や崩壊地に持続的な群落を形成する種群によって

精徴づけられている。テキリスゲ下位群落はやや湿

姓で一時的な流水をみる流路沿いの崩壌余1藤に小群

状の群落を形成する。この植分はオノエヤナギ，バ

ツコヤナギ，キツネヤナギなどのヤナギ属（Sallx）

が主要構成種であることも一つの特微である。

　オノエヤナギーヒメヤシャブシ群落内の地回には

しばしばスナゴケの四坐をみるが，この群落がまだ

申分な群落構造および機能をもたない，遷移的に初

期の植分であることを示している。

6　風衝緩生低木群落　Windexponier－

　　te　Zwergstrauchheide

10）ツガザクラーコメバツガザクラ群落（Tabほ0）

　　1）んly♂～o（£oceη∫PPoπεcα一ノ1γc孟erεcαπα箆亀一Ge－

　　sellschaξt

　　区分種：コメバッガザクラ，チャボゼキショウ，

　　ツガザクラ，ダイモンジソウ。

　東西にのびた由稜をもつ大山由頂部は海抜的にも

高く大山山系で最もきびしい自然環境下にあると考

えられる。冬季季舌風を強く受け，夏季の高温や乾

燥にさらされるばかりでなく，土壌はもろい角田蜜

山岩質の不安定な火山砂礫からなっている。そこで

はこれらのきびしい環境要因に適応した特異な植物

群落が発達している。この群落は高山帯に生育する

櫨物群落に相観的に臨調しており高由帯を思わせる。

　山頂部の西部地域にはキャラボク群落，風衝草原，

および崩壊地植生に隣鍍して土壌のやや安定した階

段状の斜面がみられるが，そこには相観的に高山風

衝蟻生低木群落に対応したツツジ科植物とコケ類が

優潔したッガザクラーコメバツガザクラ群落が発達

している。この群落は平均群落高12c狙前後でカーペ

ット状に拡がり，コメバツガザクラ，ツガザクラ，

ダイモンジソウで特徴づけられている。

　ッガザクラーコメバツガザクラ群落の生育立地は

最も風が強く，冬の積雲の少ない斜面であり，しかも

夏の高温や乾燥も強く作用するところである。この

群落は高山帯のコメバツガザクラーミネズオウ群集

（Arc℃erico－Loiseleurieωm＞に類似し

た山地帯上部や強高山帯に生育する風衝繧生低木群

落とみることができる。

　ッガザクラーコメバツガザクラ群落の主要構成種

であるコメバツガザクラは中部以北の高山辮に主な

分布域をもち，今回の調査ではみられなかったがミ

ネズオウとともに大山を分布の西縁としている種で
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11：シ冒ウジョウスゲCα7eκδ飽pんα幅。αη）α

12：ヒデノガリヤス　Cα」α窺α87・画8♂・π9‘8ε孟α

13：シュロソウ　　　Vε7α加冠糀窺ααc麓ゴva「．　α8∫α翻。α

14：シモブリゴケ　　RんαCO窺覚甥U冗如η％9ぬ08鴛鵬

ある。生育地は高山風衝地にありコメバツガザクラ

ーミネズオウ群藥の標微種でもある。

　ツガザクラは主に中部以北の颯高山帯から高由帯

にかけて芳布しているが，コメバツガザクラと異な

り多雪地域の雪園周辺や湿性の岩隙瑚に生育する。

しかし四圏山地では乾燥した岩礫原などに生じるな

ど乾燥状態にも強くこの種の生育域の広さを示して

いる　（山中1964，宮脇・大場1967）。

　このようにッガザクラーコメバッガザクラ群落は

コメパツガザクラなどの風衝的な立地に生育する植

物とツガザクラ，ダイモンジソウなど主に湿性な岩

隙地に生育する植物からなる大山特有の群落である

（Abb．12）。

　大山のツガザクラーコメバッガザクラ群落の生育

地は夏黍の高温・乾燥にそれほど強く影響されない

北斜面の受光簸の少ない湿性な部分に限られている。
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Tab．10一ツガザクラーコメバッガザクラ群落

　　Pんシ〃。（∫oc6π‘PPoπεcα一、4γec言θ7‘cαηαπα一Gese至lschaft

，　d．　Aufnahm6　　： 調査番号 1　　2　　3　　婆

加田d．AufI、ahme　： 講査月日（71） 8　　8　　8　　8

he　u．　Meer　（羅）1 海抜高度 1535160015301540

加sition　： 方　｛立 35　35　昏0　40

三gung　（．〉： 傾　斜 N　　N　　N　　N

・βed．　PrQbeflac熱e　（π…×瓢）： 調査面積 3×42×22＞＜22＞〈2　　　　　　「

he　d．　Kr＆UもSC｝｝icht　　　（cm）　　： 草本騨の高さ 10　5　　5　　5

ckung　d．　Krautschicht　　（％）　　： 草本禰植被率 60　85　60　70

ckung　d．　Moosesch三cht　　（％〉　　： コケ脳樒被率 40　25　70　60

£en　zabま　（： 出現種数 10　11　12　14

e職narten　d．　Geseユlscha鼠　　： 群落欝分種

Arcterlca　nana ：コメノ｛ツガザクラ K 2．33．44．34．4

　　　Tof三eldia　cocc圭ne＆vεLr．　kondQi

　　　P甑yUodcce　nippon重ca

　　　Sax三fraga罫ortunei

Beg｝eiten：

　　　Shorもia　solδ＆neまlo｛（圭es

　　　Deschampsla　flexu。sa

　　　Aleもris　foliata

　　　£uphrasia　max三mowlczii

　　　Salix　yu奎pin＆

Moose　：

　　　Rhacomitniurn　lanuginosum

　　　Hylocomium　splendens

　　　Dicranum　SCQpavium

　　　縣acomiもrium　canescens

　　チヤボゼキシヨウ

　　ツガザクラ

　　ダイモンジソウ

随伴種

　　イワカガミ

　　コメススキ

　　ネバリノギラン

　　タチコゴメグサ

　　キツネヤナギ

コケ類

　　ミモブリゴケ

　　イワダレゴケ

　　カモジゴケ

　　スナゴケ

K

K

K

K

K

K

K

K

十　L1十　十

2．22．3十2　・

。　十，2十．2十．2

2．3　3．4　2，2　2．2

1．2十、2十．21．2

・　十十，2十

・　÷十．2十

十．2十　十　　。

　　3．4　2．3　4曾3一←．2

M　　1．2　・　十　2．2

　　・　牽．2　・　壕㌦2

　　。　　●　　2．2　4．4

　出現1翻の種　A疑βendem　je　einmahn　Aufnahme

　　　　Nr．三：Spiraea掴pon重ca　シモツケ　K一十．

　　　　Nr．4：SQhdago　vlrga一＆urea　v農r．　asiatica　アキノキリンソウ　K一十，　Misca鼠hus　o圭igos£ac翁yus　カリヤマモ｝ご

　　　　　　　キ　K一十．2，Maianthemu斑磁lat畿um　マイズルソウ　K一十，　Rhytゴd沁恥rigosum　フトゴケ　M一十．

　Fundorte　　；　調査場所

　　　　Nr．1～4：Be講90alseu大山

コケ類も乾燥に強いシモプリゴケやスナゴケに灘生　　　い常在度で生奮し，また隣接群落の崩壊地植生の構

して藤高山帯針葉樹林下の湿性地に多いイワダレゴ　　　四種といえるコメススキ・タチコゴメグサなども多

ケやカモジゴケもカーペット状に生育している。　　　　数みられる。

　ツガザクラーコメバッガザクラ群落にはこのほか　　　　宮脇ら（1968）はブナクラス域の風衝岩角地の植生

イワカガミ，ネバリノギランなどの岩隙生殖物も高　　　であるオオコメツッジーツガザクラ群集（Rlh一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一83一



odoδendro－Phyllodocetum　n1PPom－
cae＞などを一括したッカサクラ群団（PhyBo一

δocetalla）をまとめている。

　ッカサクラーコメバッガザクラ群落かッカサクラ

群団に属するものか，それとも高山風衝低木群落を

含めたミネズオウークロマメノキ群団（Loユsel－

eurletQ－Vacclmon）に属するかは今後の検

討にまちたい。

7　崩壊地草本群落Rasen　an　Rutsch－

　　h琶ngen

ll）ヒメアカハナーホソハノヤマハハコ群落

　　（Tab　11）

　　Ep乙Joδ乙冠賜ノα㍑πe乙一・4παρんα♂乙8徊α78α7磁。εα

　　var　αη88オ乙ノ・～己α一Gesellschaft

　　区分種：ホソバノヤマハハコ，コメススキ，ミ

　　ヤマクワカタ，ヒメアカバナ。

　大山山頂部の南北に拡かる崩壊地は四季をとわず

持続的な砂礫移動をともなった土壌の不安定な地域

である。とくに崩壊地の懸崖部には植物は断片的に

生育するだけてある。ここにはホソバノヤマハハコ，

ミヤマクワガタ，コメススキ，ヒメアカバナなどの

多年生植物によって特徴づけられるヒメアカバナー

ホソハノヤマハハコ群落の先駆的な団魂状の群落か

発達している。この群落は崩壊地でも砂礫移動によ

る，機械的な破壊を受けることの少ない臣礫のかげ

や，やや譲状の斜面部によく生育する。（Abb　13）

Abb　13由頂付近の崩壊斜面に繍塊状に発円したヒメアカバナーホソハノヤマハハコ群落。

　ヒメアカハナーホソバノヤマハハコ欝落はタイセ

ンキスミレ下位単位とフキ下位単位とに下位区分さ

れた。相対的にみてタイセンキスミレ下位単位の方

が立地的に比較的安定したところにあり出現種数も

多いと考えられるが，フキ下位単位との極端な違い

はみられなかった。

　大山は第四紀以来の死火山であるが，現在も活動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大虚）

を続ける活火山や休火山の火山灰砂礫地や崩壌地に

広く分布する群落と多くの共通な群落構成種をもっ

ている。たとえばコメススキ，イタドリなどは火山

灰砂礫地や崩壊地に広く生育する種である。

　大場（1969）は山地帯および亜筒山帯にかけて分

布する火山砂旧地の櫃物群落として磐梯山のミヤマ

クワガターコメススキ群落，嘉妻山彙のイタドリー
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コメススキ群落について述べているが，大山のヒメ

アカバナーホソバノヤマハハコ群落に高い頻度で生

ずるミヤマクワガタ，コメススキ，イタドリなどは

共通種としてあげられよう。これらの種は櫃物社会

学的体系の位置からも上級単位レベルの識別種とし

て考えられる。

　大山の崩壊地植生の生育域は山地帯ブナクラス域

にあたるが，そこに生育している植物は前にも述べ

られたように亜高山帯から高山帯にかけて広く生育

する種も少なくない。コメススキ，ミヤマクワガタ，

ダイセンキスミレなどがそれにあたる。またこの崩

壊地植生を特徴づけている主要構成種の多くはツガ

ザクラーコメバツガザクラ群落のコメバツガザクラ

のように本州中部以北に主な分布をもつ一方，大山

に融離分布しているか，大由を分布域の西限として

いる。

　ダイセンキスミレは別名ナエバキスミレともよば

れ，裏日本多雪地帯の高山帯下部から亜蕎由帯上部

の崩壊地に生育するナエバキスミレ群集（Vioレ

etum　brevistipulatae　kishidae）の
標徴種である。大山の山地帯に生育するダイ勺ンキ

スミレは第四紀末の氷河期に日本海沿いに広がった

オオバキスミレの分布の西縁部に残存し，北陸地方

や東北地方におけると同様に高山型として分化した

極と考えられる（堀川・鈴木・安藤・佐々本1966）。

　ヒメアカバナは崩壊地沿いの水湿な立地に生育す

るが，ミヤマハタザオなどと同様に中部以北に主に

分布する種であるが，これらも飛地的に大山を分布

の西心地としている。

　このように大山の崩壊地植物群落であるヒメァカ

バナー泰ソバノヤマハハコ群落は北方系の植物によ

って特徴づけられている。しかしクロモジーブナ群

集がそうであったようにこの群落においては裏日本

系の植物ばかりでなく表摂本要素も璽要な役割をも

っている。すなわち，崩壊地にコメススキとともに

高被度に出現するホソバノヤマ仁川コは近畿地方以

西の山地帯に生育するものであり，申部以北に分布

するヤマハハコに対応した蓑日本型の公布を示す植

物である。

　このようにヒメアカバナーホソバノヤマハハコ群

落は高山系あるいは北方系のコメススキ，ミヤマク

ワガタ，ヒメアカバナ，ミヤマハタザオ，そしてダ

イセンキスミレと表日本構成種のホソバノヤマハハ

コとが大由特有の環境下において，ともに発達して

できた特異な群落といえる。

Tab．11

8　風衝岩隙地低木群落　Windexponi－

　　erte　FelsspaltengeseUschaft

12）アカモノーシモツケ群落（Tab．12）

　　Gα㍑熾e幅ααdεη0読7鶴一Sμ7αεαノαPOη‘Cα一

　　Gese玉lschaft

　　区分種：アカモノ，シモッケ，ヤマツツジ。

　標高1，000m前後の岩角状山頂部をもつ東大山の

矢筈ケ山や甲ケ匡iには，岩角地の曽爾のわずかな土

壌の堆積した部分に，小面積の植物群落が生育して

いる。このような立地に生育する植物は岩の割鰹に

深く根をおろすことの可能な槻系をもった小形低木

や草本植物が多い。

　この風衝岩角地に生育する植物群落はシモツケ，

アカモノ，ヤマツツジによって四仏づけられたアカ

モノ～シモツケ群落としてまとめられた。アカモノ

ーシモッケ群落は東大山の高木点図限界上部に位置

し，風衝低木群落や風衝草原などが隣接群落として

みられる。しかしアカモノーシモッケ群落には本当

の意味での風転記生低木は生育していない。また植

分の多くは北斜面や東斜面の受光領域の少ない湿性

な土壌がたもたれる面影地や岩隙地に発達している

ことが多い。このことからアカモノーシモツケ群落

にとって強い冬季季節風の作規よりも，夏季の高温，

乾繰がこの群落の生育にとってより強い制限要因と

して働くものと考えられる。アカモノーシモツケ群

落にはアカモノ，ヤマツツジ，イワナシ，ホツッジ，

ウスノキなど土壌の浅い乾燥しやすい岩角地にも強

く根をはる小形叉木状のツツジ科植物が多数生育し

ている。またイワカガミ，シシガシラ，ショウジョ

ウバカマ，オオバギボウシなど猛態的にも湿姓な岩

隙地に生ずる草本植物も多い　（Abb．14）。

　このような生態的立地要魍に影響されたアカモノ

ーシモツケ群落は，種組成的に異なった二つの下位

群落であるコオニユリ下位：群落とイワナシ下位群落

に下位区分された。
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　　Tab．　ll．ヒメアカバナーホソバッヤマハハコ群落A：ダイセンキスミレ下位単位

　　　　勘‘♂06ぬ皿ノ磁γ‘e6一湾ηαPんα鳶S祝α屠αγ舜αCθα　　Untereeinheiten　a　VOn　琉OZαδγε沈8麗P嘱αεα

　　　　vaL　　απ8㍑s翻ノヒ）葺α一Gesellschaft　　　　　　　　　　　　var．　πLゴπ07・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B：フキ下位学位

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Untereeinehite識von　Pe診α8ど孟e8ノ（尋POπピC鉱S

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　B

Nr．　d．　Aufna｝｝恥e　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i：調譲…番：一穎｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉　　2　　3　　4　　　5　　　6

Datu蜜n　d．　Aufuahme　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査月13　（’71）　　　　　　　　　　　　　　8　　8　　8　　8　　8　　8

Rohe　u，　Meer　（m＞　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晦抜高痩　　　　　　　　　　　　　　158015801515156015501650

猛xposi宅ion；　　　　　　　　　　　　　　　　　　方位　　　　　　　　　　　　SWN冗SWSW・SW
Neigung　　（　り〉　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾　　傘斗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　35　　30　　30　　　り　　35

Groβe　d．　Phobflache　（汀1×【n）：　　　　　　　　　　　　　調査面積　　　　　　　　　　　　　王×22×34×51×24×44×硅

HQhe　d．　Krautschicht　　（cm＞　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　30　　10　　10　　15　　20

Deckung　d．　Krautscl≧i　cht　（％〉　：　　　　　　　　　　　　　　　　草本1彦瀬i｛複；率　　　　　　　　　　　　　　　20　3G　10　15　20　20

Deckung（圭．　Moosisch圭。蓋t　（％）　：　　　　　　　　　　　　　　　　薦本測擢：｛．被率　　　　　　　　　　　　　　　20　2G　5　10　20　20

A．rten　za藝e　　　　　　　　　　　　　眞自現鍾数　　　　　　　 9三3997烹0
Trenna疑tenδ．　Gese墨lschaft＆．　Ho論ereei罰hei艶a　：

　　　Anaphahs　m＆rgari£acea　v哉r．　angusf詫oliタ

　　　Descharnps呈a　£圭eXUGsa

　　　V8roロica　sch鞘idtia飛a　val・．　ban（圭a｛ana

　　　碧pibbi琶m　f亀uriei

Trennanもe“δ．　Unteree宝繍eiもen－A：

　　　Viola　brevi醗ψu圭aもa　var．珊h蓬or

　　　Cε嚢轟m翫9芝「os毛is　隻ongise七a

　　　Luz賎圭a　事）玉u恥osa　v＆r．　macr◎eal－pa

　　　PolygGnum　cuspk圭轟t“m

　　　Araもis　lyrata　v＆r．　ka醸schatic＆

丁鳶eruユan宅en　（圭．　Untera¢三nhei£en－8　

　　　Petas圭tes　羽口ponicus

　　　I」uzula　multif至or＆

Be農le三もen：

　　　Hypericum　asah至設哉e

　　　S農1圭xualpi識a

　　　露U擁撒si畿maxlmow　iczii

MGose　l

　　　RhaCO拠itrlum　c翻escens

　　　瓢。os　spec．

　　　　　へ群落および．．ヒ級単位の区分種

　　ホソバノヤマハハコ

　　コメススキ

　　ミヤマクロガタ

　　ヒメアカバナ

『iぐ位単位区分種一A

　　ダイセンキスミレ

　　ヒデノガリヤス

　　ヌカボミソウ

　　イタドリ

　　ミヤマハタザオ

ｬぐ｛立．単｛：lk籔分・翠1嚢一B

　　フ　キ

　　ヤマスズメノヒエ

髄伴鍾

　　ダイセンオトギリ

　　キツネヤナギ

　　タチゴゴメグサ

コケ類

　　スナコケ

　　コケ類の～種

K　贈

K

K

峯く

K

K

K

K

K

K

K

K

K

1．ユ十，2　十　十．21．2門ト．2

1．22．2　十　 1．2十．22．2

・　　1．21，21．21．2三．2

・　　。　　一｛一　十，2　十　 十

1．2十．2　十　　 ．　　●　　夢

・　十．2　十　 1．2　・　　・

÷　一←、2　・　　…

・　十　牽　　・　・　。

・　　。　÷．2　十　　・　　・

o

．

十　2．2　・

・　十　十

・　　十　　→一　　。　十．2　十

。　十　　…　　　　　　÷

・　季　　・　・　。　÷

M　　十　　・

　　十．2十

・　十．2

・　　　　　　　　・

出競1劉麟の種　Auβerdem　le　elnmal　in　Aufnahme

　　　　Nr，1：Agrost三sξ1acc三da　ミヤマヌカボ

　　　　　　　jun三pe践numスギゴケ　M一十

K－22，Mlsca俄hus　o1三go蕊achyus　カリヤスモドキ　K一十，　Poly鋤ichurn
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　　　　　　　　　　Abb．14　アカモノーシモッケ群落の植生断面

　　　　　　　　　　　　　　　Vegetationsprofi｝der　Gα鋤髭んε幅ααdεηoεん7㍑一Sμ7αθαノapo痂。α一Gese11schaft

　　　　　　　　　　A：コオニユリ下位単位

　　　　　　　　　　　　　　Uutereinheiten　von窺麗脳窺」ε∫cん孟ぬvar．　だ8r翻搬糀

　　　　　　　　　　　B：イワナシ下位単位

　　　　　　　　　　　　　　Untereinheiten　vOn　場Dピ9んαeα　α8‘αお。α

　　1：イワナシ　　践ρ‘8αεαα8ぬだCα　　　　6：タチコゴメグサ　　君μpんrα画α腕α爾伽瞬C幻‘

　　2：ヤマツツジRんodod飢d70π梅ε呪がeγ∫7：ダイセンオトギリH塑ε7‘・Cμ魏αεα配παε

噌3：アカモノ　’σα嘱抗eγ‘ααdεπo漁7‘κ　8：ミヤマクワガタ　　yετo撹。α8cん煽d麗αηαvar．　δαπ面ぬηα

　　4：イワカガミSん07彦ぬ80♂dαηε”o掘ε8　9：イワキンバイ　　∫）o詑撹‘‘♂αd‘c凝π部ピ

　　5：シモツケ　Sp齢αθαノ（ゆ。幅。α　　　10：コオニユリ　　　ゐε♂加篇’画。醜♂‘7　var．　漉9幅η秘皿

　　　コオニユリ下位群落はイワナシ下位単位に比較し　　欄状地に生育している。この群落の区分種であるミ

　て多少の堆積土壌をもった，やや湿性な岩隙地や岩　　　ヤマクワガタやコオニユリは岩隙地に深く根をお

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一87一



146b．12．アカモノーシモツケ群落

　　Gα艇嫌eTεαα4θπ0醜7謡一Sp〃αeαノ（尋PO幅Cα

　　一Gesellschafe

Nr．　b．　Aufn准h！ne　：

1）飢um　d．　Aufn＆hme　：

R6he　in嫉eer（m）：

王ヨxposition　　：

Ne三gung　（，　〉　：

Groβe　d．王）robf茎ache　（蒲×m）　：

Hohe　d．　Kr翫utsc｝｝三cht　（cm＞　：

Deckungδ．　Krautschic註t　（％）　：

Deckungδ．　MQosescl董ic卜t（％〉　：

Artenzah1　：

Trenn哉rten　d．　Gegel韮schaft：
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　　加9π7Lα7π

8：イワシナ下位単位

　　Untereinheiten　vOn写ρ‘9αeααSゴα麗。α
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。　→㍉2　・　牽

拠貌1圓の．種

　　　　Nr．

A“βer（圭en　le　e重n照駄茎　三n　Aufna｝｝me

烹：醗e職ziesia　pent蹄dv＆　コヨウラクツッジ　K－L2，　Vaccinium　hih£um　ウスノキ　K一十，　C二aδaaia

spec．ハナゴク属の一種　L一十．2，　RhacQmitrlum　lanRgln◎su碧a　ミモブリゴウ　M－3．3，　Miscanthus　oilgo－

stachy聡　カサヤスモドキ　K－23，　Rhododendron　lagopus　ダイセンミッバッッジ　K－L2，　S融1ix　reini　i
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　　　　　　ミネヤナギ　K－1．2．

　　　Nr．2：HQsta　lnont鋤a　オオバギボウシ　K－22，　Cauex　blephanicarpa　K－1．2、

　　　Nr．3：Fes軸ca　dvina　ウシノケグサ　K一十，　Struth三〇pter三s甫poaica　シシガラシ　K一→一，

　　　握r．4：Vaccimum　vitis－idaea　コケモモ　K一十，　Lindera　umbellata　クロモジ　K一十，　Po圭y£richum　sp．スギゴ

　　　　　　ケ属の一興M一十．A凱emlsia孤onophylia　ヒトツバヨモギ　K一←，　Cala田agrostis　longiseta　ヒデノガリャス

　　　　　K一→一2，｝｛eユonj　ops三s　oninta】iε　シヨウショウバカマ　K～十，　Cins沁m　laponicum　ノアザミ　K一÷．

Fundonte：調査場所

　　　　Nr．1～4：Beng　Kabutogasen　甲ケ由

うすことが可能な生育形をもつ植物である。また岩

虫植生の構成種と考えられるイワキンバイやイワデ

ンダもこの群落に随伴して生育しているのがみられ

た。

　イワナシ下位群落はタチコゴメグサ，イワナシ，

ホッツジによって特徴づけられた植物群落で，一般

に土壌堆積量の少ない岩礫の露罰した岩隙地に多く

みられた。またこの群落には，タチコゴメグサ，ダ

イセンオトギリが高被度に生育しているが，これは

イワナシ下位群落の生育立地が乾燥しやすい陽生地

にあることを示している。

　イワナシ下位群落に隣接して同様な立地に，カリ

ヤスモドキ，シモツケソウ，オカトうノオ，ススキ

などのススキ草原構成種によって占められた植分が

みられたが，この植分は土壌堆積の増加および土壌

の安定化にともなって，本来の岩隙植生から風衝草

本群落に移行してゆく途上の不安定な植物群落とみ

なすことができる。

　田本において岩魚植生の十分な櫃物社会学的な位

置づけはまだなされていない。ヨーロッパでは特異

なシダ類や草本類が優占した岩隙植生はAspleい

ietea　rupestrisにまとめられている。

　しかしアカモノーシモッケ群落はイワキンバイ，

イワデンダをのぞけば岩隙植生を特高づける固有の

温品はほとんど見られず広い生育域をもつ風衝岩角

地生の小形低木や草本植物からなっている。それゆ

えこの群落は風請田田地低木群落として別の群団お

よびオーダーの単位でまとめられるものと考えられ

る。大由山頂の風衝回生低木群落であるッガザクラ

ーコメバツガザクラ群落と比較されないこともない

が，この群落の生育地の訳出として嵐衝岩角地植生

をまとめたツガザクラ群鰯に属する植分と考えられ

る。

　宮脇ら　　（1969）は風衝巻角地にッッジ属の種に

よって構成された小型低木と草本類の混生群落をオ

ノエランーハコネコメッッジ群集（Orchi－Rho

dodendretu搬tsusiophyllae）に，また
大場（1971）は伊豆七臨で風衝群落としてのシマキ

ンレイカーキリシマノガリヤス群集（Patrinio

－CalamagrQstietum　autumnalis）を
まとめている。これらの風衝群落は～銘してハコネ

コメツツジ霜囲（Rhododendrion　tsusio－

phyllae）にまとめられている。

　アカモノーシモッケ群落の構成種には，ハコネコ

メツッジ群団に蕎頻度で出現する種も少なくないこ

とから群団レベルで統合される可能性が強い。しか

しこの群落がツガザクラ群団かハコネコメツッジ群

國に属するのか，またはまったく別の撮物群落とし

て位置づけられるかは，今回の調査では硯らかにす

ることはできなかった。

　このようにアカモノーシぞッケ群落には，固有の

特別な種が欠如していることもあり群落の性格や植

物社会学的な位置づけが明確にされなかった。

Tab．12

9 山地帯高茎草本群落　Windexponi－

erte　and　hochstaude躍elche　Wie－

sen

13）クガイソウーヒトツバヨモギ群落（Tab，13）

　　Veγ0π‘Cα8孟物皿8あ‘γεC窺飢一ノ4　r孟eπL‘8ぬη0π0－

　　PんツJZα一Gesellschaft

　　区分種：クガイソウ，ヒトツバヨモギ，コウゾ

　　リナ，ショウジョウバカマ。

　大山や東大山の海抜1，200m以上の山地帯には森

林群落や低木番落などの高次の植物社会が成立でき

るような立地と考えられるところでも，持続的で安
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とヒデノガリヤス，カリヤスモトキなどのイネ科植

物の優占した植分の2つの異なる山地帯高茎草本群

落が晃られた。前者はクガイソウ，ヒトツバヨモギ，

ミヤマシシウド，ショウジョウバカマなどによって

榴観的，種組成的にヒデノガリヤス，カリヤスモド

キからなる草本植物群落に対して区分されたクカイ

ソウーヒトッバヨモギ群落：としてみとめられた。

　クカイソウーヒトツバヨモギ群落は土壌は浅いが

定した自然な山地帯高茎草本群落が発達している。

そこでは崩壊地における場合と同様，生態的に物理

　　灘罫舞萎萎無一雛　雛羅　懇舞納鉱偽

鍵、　　　　瓢．　臨
　勉轟灘　・　輪読7薮藤膨灘。鱒。　　　　　　　饗

やな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル
・庫κ ﾘ鵬 @　　「饗嘱　　　　　　需

瓢拶織と T欝彰弊5詩
　　　　　　　　　　めゆ　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　メぎセヘレ
　　　製一一㌶　霧毒毒
　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

。ず穿　　　織一議轟　　．
ルボ @　コ　　　　　　　　　　　み　　　　　　み　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　リ　　　　ヨ

欝欝詣讐轄1，　繊懸

　　　　　　・　・　　　噸’　〃　箋　　一
　　　　　　　ヅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・　　製　　　鎗　　麗　　　　　　　　　　　　　　鞠

的な破壊作用に対する抵抗力の強い大形草本樋物が

生育している。この場合，制限環境要因として土壌

の機械的な移動の他に積雪量および土壌水分なども

作合しているものと考えられる。

　大山には糠穂的および種組成的にみてクガイソウ，

ヒトツバヨモギなどの高茎草本植物の優歯する植分

新鮮な糧腐櫨の堆積のみられる耀性な崩壊地沿いの

礫状斜面や岩近地に生育するほか，鼻背偲で積雪量

の多い多湿な凹状地にしばしば大群落を形成する。

（Abb　15）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　瀞　　毎鴫隔　　　　冷

Abb　15キャラボク群落に接した酬状地に生育するクカイソウーヒトツバヨモギ群落。

　このクガイソウーヒトツバヨモギ群落はさらにサ

ランナショウマ下位群落とオオバギボウシ下位群落

とに下位区分された。

　サラシナショウマ，エゾアジサイを区分種とする

サラシナンヨウマ下位群落は高度的にも高く，標高

1，500m以上のキャラボク群落との隣接地や，崩壊

地落葉低木群落，風衝低木群落などの林縁部にソデ

群落状に生育している。この群落は積雪縫の多い多

湿な凹状斜面や雪崩や土壊砂礫の移動がみられる立

地に多くみられる。

ががボ　　ピ
　　ゆルかび

翻難癖麟麟灘軸、

轍　　。　。畷灘窪蒙灘
欝灘難議謹螺離鍵盤

　　　　　　　　　　　　　　　　　（大出）

　オオバギボウシ下位群落は風衝岩隙草本群落にも

広く分布するオオバギボウシ，コオニユリをはしめ

オオヨモギ，ホタルブクロ，ミツバツチグリなどに

よって区分された植分である。この植分は海抜1，300

m葡後の横幅槌がみられる土壌の浅い礫地や岩礫地

の多湿な余斗面部に発達している。とくに東大由では

多潤な岩角地に風衝低木欝落や岩隙植生に接して分

布している。

　オオバギボウシ下位群落にはもう一つの高碇草本

番落饗素であるヒデノガリヤス，カラマツソウ，カ
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リヤスモドキなどが高頻度に混生した部分がみられ

た。またこの植分は乱入岩隙植生であるアカモノー

シモツケ群落のショウジョウスゲ下位群落とのあい

だには生態的にも，植物社会学的にもかなり類似し

た点が多くみとめられた。

　クガイソウーヒトッバヨモギ群落にはショウジョ

ウスゲ，ショウジョウバカマ，ミヤマシシウドなど

裏顕本多雪地域の高山帯，亜高山帯高茎草本群落に

広く分布する種を含んでおり相観的にも亜高山帯高

和草原と類似した群落形態を示している。

　しかし群落を性格づけているクガイソウ，ヒトツ

バヨモギ，サラシナショウマ，オオヨモギは山地帯

ブナクラス域の膚然植生あるいは代償植生として高

茎草原やソデ欝落を構成する重要な種群である。

　裏日本多雪地の網地帯紙茎草原に麗する植物社会

学的な考察は各地でなされている。宮脇ら　（1968，

1969）によるアカソーオオヨモギ群集（BOehm－

erio－Artemisietum　rnontanae）やオオ

イタドリ一説オヨモギ群落そしてヤマヨモギ（オオ

ヨモギ）一クロバナビキオコシ群集（lsodoni－

Ar£emisietu鵬montanae）菅沼（1970＞な

どが報告されている。宮脇ら（1968，1969）は裏町、

本ブナ帯の湿性肥沃地にソデ群落状に発達する大形．

：草本植物群落であるアカソーオオヨモギ群集やオオ

イタドリ群落をオオヨモギ，オニシモツケ，ハンゴ

ンソウなどを区分種とするオオヨモギーオオイタド

リ群団（Artem童sio－Polygonion　sac－

halinensis）にまとめられた。

　また菅沼（1970）はこれらの自然的あるいは代償

植生である好硝酸盤裏Ei本多山地の山地帯高茎草原

群落をまとめたヤマヨモギームカゴイラクサ群団

（Laporteo－Artemisi・n　m・ntanae）を

提唱している。これらの群鰯のそれぞれには同質あ

るいは類緑の群落を多く含んでおり今後十分な比較

検討を必要とすることはいうまでもない。

　大山のクガイソウーヒトッバヨモギ群落がどちら

の群団に属するかは今後検討したい。しかしまたこ

の群落にはイヨフウロ，シモツケソウ，ノアザミ，

シュロソウ，アキノキリンソウなどススキ草原の六

物が高常臆度で生育している。

　このことはクガイソウーヒトッバヨモギ群落が単

なる山地帯高茎草原としてばかりでなく乾性的な山

地帯風衝草原の鼠紙を，あわせもっていると推察さ

れる。

　本調査ではクガイソウーヒトツバヨモギ群落が植

物社会学的にどちらの群団に属するものか明確にさ

れなかったが，山地帯高茎草原と一括して群団以上

の上級単位としてのススキクラス（Miscanthe－

tea）に含められる群落とされた。

褐）カラマッソウーヒゲノガリヤス群落（Tab．14）

　　7んα～ガ。撫皿αq㍑‘～昭ピ∫o♂ぬm－cα」α飢α8γoεεガε

　　Zoπ8ε8ε孟α一Gesellschaft

　　区分種：どゲノガリャス，カラマツソウ，カリ

　　ヤスモドキ，ヤマスズメノヒエ。

　大山にはクガイソウーヒトツバヨモギ群落に隣接

してもう一つの高茎草本群落であるカラマツソウー

ヒゲノガリヤス群落が発達している。糧観的にヒデ

ノガリヤス，カリヤスモドキ，ヤマスズメノヒエな

どイネ科植物やイグサ科植物が優撫した植分である。

　カラマツソウーヒゲノガリヤス群落は低木森林限

界上部の土壌の安定した風衝地に主として疋布して

いるが，心血的で積雪量の多い湿性地にも生育する。

やや傾斜の緩やかな所では嚢日本の姫高山帯や高山

帯の多雪地に広く分布するイワイチョウーショウジ

ョウスゲ群集（Fauh・一Caricetum　blep－

haricarpae）の生育立地と同様な湿性でうすい

泥炭の堆積層がみられた。とくに大山山頂部では，

この種の泥炭質土壌に結びついたカラマツソウーヒ

ゲノガリヤス群落が広い範囲にわたって発達してい

る。しかし登山道沿いや頂上の三角点周辺部などで

は踏圧による人為作用によってカラマツソウーヒゲ

ノガリヤス群落は代償埴生であるオオバコ群落に置

きかえられている。

　カラマツソウーヒゲノガリヤス群落にさらにヒト

ツバヨモギ下位群落，典型下位群落，コメススキ下

位群落とに下位区分きれた。

　ヒトツバヨモギ下位群落はヒトツバヨモギ，ショ

ウジョウバカマなどクガイソウーヒトツバヨモギ群

落の区分鍾によって特徴づけられた植分である。

　典型下位群落はヒトツバヨモギ下位群落と岡様安

定した土壌上にうすい泥炭を堆積させた立地にみら

れた。一般にこの植分が生育する立地は最も風衝作
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丁＆b．14．カラマッソウーヒケッガリヤス群落

　　丁1協髭。藍露㎜昭蛎Jegヴb島田7π一Cαどα？πα9γos翻ε

　　♂o箆9‘3e言α一Gesellsch＆ft

Nr．　d．　Aufuahme　：

Datu揃d．　Au翻ahme　：

HQhe　u．　Meer　（m＞：

翫くP◎sition　　：

Nei即ng　　　（　o　＞　　

G・・βed．　PrQbf1＆che（醗Xm）：

｝｛o｝｝e　d．　Vegesasion　　（m）　：

DecRung’d．　Vegesa・i・a〈％）

Ar£enz轟hl　：

A：ヒトツバヨモギ下位単位

　　Unter　Einheiten　von／47彦ε隅‘8‘α？πo箆OPん㌢〃α

B：典型下位単位

　　Typische　Unter冠inheiten

C：コメススキ下位単位

　　Unter露inheiten　vou　Pe8Cんα即8‘αノ♂e職08α

調査番号

調査月日（’7ユ〉

海抜高度

方位

傾斜
調査面積

欄焦高さ

全植被率

出現並数

Treaa＆rte職　d．　Gese星圭schaf乞　　；

　　　C撮a鵬呂rostls圭on鋳seta

　　　Thalic宅ru鑓＆guHeg三ξ0圭ium

　　　嫉iscan£hus　oligOSもac藝y疑S

　　　Luzula　multi｛lora
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　　　Geranium　shi｝くokianum

　　　Ver綾truτn　狽a融ckii　v鼓r．　japon藍cum

　　　Cirs沁m　ia沿oa量cum

　　　Solidago　virga－aurea　var．　8iatica

　　　Filipenδuヨa　 multiiu琴a

　　　PrURella　 鴨1garis　 var＿　　1｛lacina

夏3egne｛ter　：

　　　Carexも1epharica聯

　　　Ange｝ica　pubescens　v＆r．　m飢sumurae

群落区分種

　　ヒデノガリヤス

　　カラマツソウ

　　カリヤスモドキ

　　ヤマスズメノヒエ

下位挙位口分種一A

　　ヒトツバヨモギ

　　シヨウシヨウバカマ

下位単位区分種一C

　　コメススキ

　　ネバリノギラン

　　ツノハシバサミ

　　タチコゴメグサ

　　イタドリ

　　ダイセンオトギリ

上級鱗位の標徴鍾および区分種

　　イヨフウロ

　　シュロソウ

　　ノアザミ

　　アキノキリンソウ

　　シモツケソウ

　　ウツボグサ

随伴種

　　ショウジョウスゲ

　　ミヤマシシウド
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　　　Maianthemum　dilatat購　　　　　　　　　　　　マイズルソウ　　　　　　　　　l　L　21．2十．222　L　2十　牽　．

　　　Short三a　soldane110雑es　　　　イワカザミガ．　　L2一ト．2・1．2十．2十2霧．2。

　　Viola　grypoceras　　　　　　　　　　　　　　　　　　タチツボスミレ　　　　　　　　　　　　・　辛　　・　十　　・　十．2　。　十

　　Picris　hieracioldes　var，　glabresceas　　　　コウソリナ　　　　　　　　　　・　・　。　・　牽　十　・　十

　　Leuco漁oe　gr＆yana　var．　qユauclna　　　　　　　ウラジロハナヒソノキ　　　　　　 ●　”　 十　。　。　十　十

出現1園の種　Auβerden｝e　ei漁mal，　in　Au£na益lne

　　　Nr．　2；Vera鋤um雛aa改1三van．　Parvlflorum　アオヤギソウ率，　Ilex　crena総var．　paludosa　ハイイヌツゲ1．2，

　　　Nr．　41VerQn沁astrum　siもir玉cum　クガイソウ十．
　　　　　　　　、
　　　Nr．　5：Pedicuhrls　resupinata　シオガマギク十．

　　　Nr．　6：Vio圭a　sジ．　スミレ属の一種一←，　Vlola　gry20ceras　var．　pubescens　ケタチッボスミレ十．2，　Agro5七isξlacc

　　　　　　cida　ミヤマヌカボ牽．

　　　Nr．　7：Tripetaleia　paniculata　ホツッジ牽，　Pyroia　jaジonic乱　イチヤクソウ＋，　Salix　vulp納a　キツネヤナギP　3，3，

　　　　　　Pla£anthena　minor　オオバノトンボソウ十，　Vi圭la　brevistipulata　v哉r．　acum沁ata　ダイセンキスミレ十．

　　　Nr．　8：三｛osta　mo畿ana　オオバギボウシ22，　Arte頗s絵pr三nce郎　ヨモギ十，　C1恥opQdlum　c雇nense　クルマバナ

　　　　　　十，Scabiosa　laponlca　マツムシソウ十，　R益Qδoδe磁ron∫apon三cum　レンゲツツジ1．2，　G駐uitheria　adenothr一

　　　　　　重x　アカモノ幸，Ranuncuks　laひ。錘cus　ウマノアシガタ十，　Anaphalis　mangan三tacea　var．　ang疑sdfolia　ホソ

　　　　　　バノヤマハハコナ牽，Di翻韻us　supenbus　カワラナデシコ牽，　Selaginella　heteros凱6hys　ヒメクラマゴケM一

　　　　　　十，

Fun面nte；　調査場藤

　　　Nz㌦　　ユ～8　：　　Beng　Da星sen　　　大　　i1」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その意味でカラマッソウーヒゲノガリヤス群落は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二湿性～申性な土壌に雄育する山地帯風衝草原として

用の強いところである。

　コメススキ下位群落はコメススキ，タチコゴメグ

サ，イタドリ，ダイセンオトギリなど崩壇地に生育

する種群によって特微づけられた植分である。生育

立地は崩壊地に近い急斜面であることからこれらの

区分種が隣接する崩壊地群落から侵入してきたもの

と考えられる。また他の群落単位に比較して土壌も

乾燥的傾向にある。

　カラマツソウーヒゲノガリヤス群落は前述のクガ

イソウーヒトッバヨモギ群落と岡様，イヨフウロ，

シュロソウ，ノアザミ，アキノキリンソウ，シモツ

ケソウなどススキ二曲要素も多くみられ，ススキ群

団（Miscanth重on　sinensis）に含まれる可

能洪が強い。このようなススキクラスに属する自然

的な風衝草原は小面積ながら日本各地の海岸地帯か

ら山地帯にかけて局地的あるいは断続的に分窃して

いる。

　今圃の調査ではこの群落は山地帯高茎草原の一部

に含まれるものとしたが，強い風衝作用とつりあっ

て持続している風衝草原とも考えられる。、

山地帯高茎箪本群落とは性格の異なる群落として区

分される可能牲も強い。

Tab．14

　B．　｛L目高植生　　｝三rsa有zgesellschaften

！0　二次林群落　　Sekundare　Waldgesellschafen

i5）クロモジーミズナラ群落（Tab．15）

　　ゐぬdθγα襯6θ〃α言α一Q％εγC㍑smoπ90♂どCαvar．

　97088ε8εグ旭rGesellschaft

　区分種：リョウブ，クロモジ，ナナカマド，オオ

　ヤマザクラ，タンナサワフタギ，ヤマウルシ，タ

　チシオデ．

　大山山麓の海抜900m以下のブナクラス域では伐

採，放牧，火入れ，造林などの人為的な擁乱によっ

て自然植生の大部分は破壊され，代償植生であるミ

ズナラ，ススキ草原，スギ・ヒノキ植林などに置き

かわっている。

　高木顧や低木層にミズナラを優占する落藥高木林
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は上部では気候的極相林であるクロモジーブナ群集

に接し，下部ではやブッバキクラス域上部までの海

抜700m前後に分布する。

　このミズナラ林が見られる地域は，番取開柘村1謝

辺，飯盛山の北部山麓のほかとくに大山の南部山麓

や烏ケ山由麓では広い範囲にわたって分布している。

山麓部の土壌の深い二二面部では良好な生育状態の

ミズナラ林がみとめられた。　（Abb．16＞

議轟、，

　　　　　鰍、

購．
畿。、

濾乏

轟 P撫・ ’⑫．

婁馨蕩。．
欝

　　　　　　　　　　　　　　“獺・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

臨　　託叢叢・　　　r　　　舞　熱塵　　掌　　　　。　　　　　　　　　　　　　　羅

へbb。16ブナクラス域にあたる山麓部は人為的影饗によって自然植生は二次林であるクロモジーミズナラ群

　　　　　落におきかわっている。　（香取〉

　日本各地で冤られる二次的懇懇喬木林とおなじよ

うに大山山麓のミズナラ林にも，群落の種組成から

みて特異な種をもたない独立性の低い群落となって

いる。今回群落区分種とされたリョウブ，ナナカマ．

ド，タンナサワフタギ，ヤマウルシなどはブナクラ

ス域の蟻集百木林や低木群落に広く鑑育するもので

あり，大山でも風衝低木群落や崩壊地低木群落にも

荷頻度に出現する種である。しかしこれらの種が入

為的な｛乍用をともなった植物群落に選択的に結びつ

く傾向にあることなどから区分種として示された。

　クロモジはクロモジーブナ群集の標徴種であり，

籔日本地域のブナ林の表日本的要素を示すものとし

て位縫づけられている。大山のミズナラ林において

も薮日本ブナクラス域の代償植生で表日本的要素の

舶味された群落であることを姓格づけるものとして

区分種とされた。

　オオヤマザクラは中部：本州から北部のブナクラス

域に分布しているが，大山のミズナラ林が裏騒本気

候誕の二次林であることを示す種としてこれも区分

種とされた。以上のことから大山の二次的なミズナ

ラ林を臼然植生であるクロモジーブナ群集に対応し

た代償纏生としてのクロモジーミズナラ群落が認め

られた。

　大山のミズナラークロモジ群落は相観的にも明ら

かに異なり，種組成的な相違のはっきりした二つ

の楠生単位とからなっている。これらの植生単位は

本来，質的に異なる群落であり分けて考える必要が

あると思われる。しかし今圃は得られた資料が不十
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分であったため便宜上クロモジーミズナラ騨落とし

て一つの群落として扱かわれた。クロモジーミズナラ

群落はハクウンボク下位群落とショウジョウバカマ

下｛立群落とに下位区分された。

　ハクウンボク下位群落は半自然的なミズナラ林と

みなされる。三木的に生育する高木繍，亜高木1臨こ

は高い常在度で生育するミズナラのほか，ブナ林の

主要構成種であるイタヤカエデ，アズキナシ，ブナ，

ウサハダカエデなども混生し多種にわたっている。

　この群落の性格をもっとも強く特徴づけているの

は低木題のミヤマハハソ，ハクウンボクや華二目の

ムラサキマユミ，オクノカンスゲ，ハイイヌガヤ，

ヤマソテツなどの裏沼本型ブナ林の林床に広く生育

する種群である。ミヤマハハソやハクウンボクは大

由においては半離然的な渓谷森林群落であるミヤマ

ハハソーケヤキ群落，ハクウンボクーミズキ群落の

主要な区分種として位置づけられている。このよう

にクロモジーミズナラ群落のハクウンボク下位群落

は，これらの群落と盤態的，あるいは植物社会学的

にある程度の関連が認められるが，詳細な分析は今

後の検討にまちたい。

　ショウジョウバカマ下位単位は明らかに定期的な

人為的管理下におかれた植分である。群落高も3～

6m前後と均一しておりミズナラのほか，群落を構

戚する他の低木の多くは株立ちしている。

　また草本麟にはワラビ，ゼンマイ，アキノキリン

ソウ，シュロソウ，ススキなど本来陽地性の落葉低

木群落に普通に侵入の見られるススキ三原構成種が

生育している。

　Suzuki，　T．　et　alα970）は九州申部山繕において

同様に人為的作用を強く受けた落葉低木欝落につい

て詳細に述べており，選択的に結びついたタチシオ

デを標徴種とするリョウブーミズナラ群集（Clet

hro－Quercetum　Crispu玉ae）を認めて
いる。ショウジ碧ウスゲー下位群落は種組成および

群落構造的にリョウブーミズナラ群集に近以した三

分と考えられる。

16）キンキマメザクラーコナラ群落（Tabユ6）

　　P物卿S珈Cε8αvar．んぬ鷹επ3δ8－Q鉱eγC冠8

　8ε7・7・α孟α一Gesellschaft

　区分種：キンキマメザクラ，クロモジ，ダンコウ

　バイ．

　クロモジーミズナラ群落の下部には亜高木麟や低

木層にコナラを優占種とするもう一つの二次的落葉

樹林が存在する。

　大山山麓のブナクラス域は海抜600m前後まで下

降しており，クロモジーミズナラ群落はこの地域を

代表する二次的落葉剃林といえる。しかし海抜500

～600mの範囲以下ではミズナラの優占する二次林

からコナラの優占する群落に漸次移行している。本

調査でコナラの優価した凱次林は海抜480mの地蔵

峠下の一向平で得られた調査資料だけであった。こ

の資料からみられるように，大由山麓のかなり低海

抜な標高400m前後までチシマザサーブナ群溺およ

びブナオーダー，ブナクラスの標徴種が下降してい

る。すなわちコナラ林の低本層や草本麟には，チシ

マザサ，チャボガヤをはじめブナクラス域に生育す

る植物が多数みられる。裏臼本多旧地粥ではブナク

ラス域が高度的に下降する現象はしばしばみられる。

このようにブナクラス域の植物が高本麟から林内の

低木層，草本層えと，その構造的な生蓄位罷を変え

て低海抜な地域までおりることは牽分考えられる。

このような群落構造的な意味で高木層にブナクラス

域の植物を優占するクロモジ～ミズナラ群落とこの

コナラ林とは相互に異なる群落とみなすことができ

る。

　すでに佐々木G958）が三徳山において認めてい

るように，海抜⑳Om満後から下部は裏日本多雲地

ではやブツバキクラス域に属するヒメアオキーウラ

ジロガシ群落の生育域である。本調査区のコナラ林

にはヤブッバキクラス．域に生育する常緑広葉樹はみ

られなかった。このことは佐々木が述べているよ

うに，海抜350～600！nの範開はブナクラス．域とヤブ

ッバキクラス域との移行帯としての暖帯落葉樹林帯

にあたり，その晒蝋にこのコナラ林が存在している

ことが考えられる。

　すなわち大山のコナラ林を強く牲格づけている塑

高木厨，低本川の樹木は本来ブナクラス下部から，

いわゆる中間温欝といわれる暖帯落忌樹林帯にその

主な分布域をもつ種群が多い。

　口脇ら　（1971）はやブツバキクラス域の二次的

落葉二三と中間温帯に位概する半嶽然的および二次
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Tab．16．キンキマメザクラーコナラ群落

　　P・蹴・ご・c‘・αv…概が蝋・一Q…，。。。。堀。＿G。sellsch。ft

Nr．（i．　Aufaah斑e　：

D＆tu獄d．　Aufn＆hme

H6h・慧＝Mee・（㎜）：

Exposi揺on　：

Neigung　　　　　　（。）

Gr6βe　d．　Probea琶。翻e

Hδhe　d．　Bau搬schichも

Pec匙ung　d．　B廃umschicht

｝玉6he　（圭．　Strauchschicht

Deckung　d．　Strauchschich宅

R6｝｝e　d．　Krautschicht

Decku翫g　d．　Krautsch星。｝｝t

Artenzah1

（m×瓢）

（阻）

（％）

（m）

（％）

（m）

（％）

調査番号
調　　 璽1…　月　　 Eヨ　　（’71）

海

方

傾

調

抜　高月
位

斜

査　面穰

高木層の高さ
嵩本層植被率

抵木魍の高さ
趣…木層申入率

草本魑の高さ
草本趨欄被率

出現種数
Trenn＆rten　d．　GeselIsch包ft：

　　　PrunUS　Σncisa　var．　Kまnk玉ensis

　　　L葦nder＆　u鵬be藁｝＆£a

　　　Lindera　obtus三loba

Kenn－u．　Trennarten　（圭．　h6heren　£ihheiten：

　　　Quercus　serrata

Carpinus　laxifiora

群落区分種
　　　　キンキマメザクラ

　　　　クロモジ

　　　　ダンコウバイ

上級醸位の立山種および区分種

　　　　コナラ

アカシデ

　　　Ilex　macropoda　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオハダ

　　　P「unus　la！nasakura　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマザクラ

　　　Viburnum　erOSUIn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コバノガマズミ
　　　Deutzia　crenata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウツギ

　　　Viburnum　d註＆捻tu肩α　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガマズミ

　　　Wisteria　br鼠chybotrys　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマフジ

　　　Carex　lanceolata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒカゲスゲ

Ken照rten　d．　Saso＿Fagion　crenatae：　　　　　　　　　　　チシマザサーブナ群鰯の標微種

　　　Sasa　p撮mat＆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チマキザサ

　　　Torrey盈nucifera　v鯉．　radicans　　　　　　　　　　　　　　　　チャボガや

Kennarten　d．　Saso－Fagetalia　cren飢ae＆．　Fagetea　crenatae：ササーブナオーダーおよびブナクラスの標微種

　　　Acer　rufinerve

　　　Ac＆nthopanax　scladophy更lGldes

　　　Acer　siebQldianuτn

　　　Cornus　kousa

　　　Vibumum　furc飢um

　　　Acer　p駄1matam　var．　m飢suπ｝urae

　　　Weigela　hortensis

Begleiter：

　　　Magaoユia　obovata

　　　Prunus　gr包yana

　　　　　　　　　コ　　　EuoaymUS・xyphy三LUS

　　　Pyrol＆laponica

　　　Tricyrも｛s　＆f∫inis

　　　Sm重lax　nゆPQnica

　　　Soli（圭ago　virga－aurea　var．　asiatica

　　　Osmunda　japonica

　　　Smilax　china

　　　Pteridium　aquillnum　v駐r．1atiusculu孤

　　　Synurus　pa三田atopi“n鼠tifidus

　　　MiSC鋤thus　sinensis

　　　Cac＆ユ融a轍omon箆na

髄

　ウリハダカエデ

　コシアブラ

　コハウチワカエデ

　ヤマボウシ

　オオカメノキ

　ヤマモミジ

　タユウツギ
｛＊　　種

　ホウノキ

　ウワミズザクラ

　ツリバナ

　イチヤクソウ

　ヤマジノホトトギス

　タチシオデ

　アキノキリンソウ

　ゼンマ．イ

　サルトリイバラ

　ワラビ

　キクバヤマボクチ

　ススキ

　三野カニコウモリ

S

S

S

B－2
　　S
B一一2

　　S

B－2
　　S

　　S

　　S

　　K

　　K

　　K

K
K

B－2
　　S

　　S

　　S

　　S

　　S

　　S

B－2
　　S

　　S

　　K

　　K

　　K

　　K

　　K

　　K

　　K

　　K

　　K

　　K

1

8．1

480

L
15×15

8

85

4

40

ユ

30

37
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1．2

1．2

÷

5．4

十

十

L1
ユ．王

十

十

十

÷

十

2．3

十

十

十

十

÷

十

ユ，2

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十



HieraCiUm，　Umbe1至atU珈Var．　japO飛iCUm

Akebia　qu三nata

Cala搬agrost玉s　aru識dinacea　var，　brachytricha

　　Fundorte　in　Aufnahme：調査場所

　　　　　　　　王tukδdaira一向平

的落葉樹林を一つにまとめてコナラーミズナラオー

ダー（QuerCetahaserr戯Q－grosse－
serra℃atae）とした。そこで表臼本カシ林域の

工次客であるクヌギーコナラ群集（Querc飢um

acutissi組O－serratae）1こ対応した裏摂本

カシ林域の二次林の存在が考えられる。しかし大山

のコナラ林には裏呂本要素の織物はみられず，大部

分は表島本の二次林と共通の落蘂灘区によって構成

されている。そのため大山のコナラ林は表日本のコ

ナラ林と岡様に特徴のない二次林となっている。た

だ大山のクロモジーブナ群集が規定されたおなじよ

うな意味において，このコナラ林は裏日本ブナ群団

の植物であるチマキザサ，チャボガヤをともなって

いることで表日本のコナラ林から区分される。

　このように縛異姓の少ない大由山麓のコナラ林は

キンキマメザクラ，クロモジ，ダンコウバイによっ

て群落区分されたキンキマメザクラーコナラ群落と

して記録された。　（Tab．16）

　キンキマメザクラは中部以西に分布することから

東日本型コナラ林に対する区分種とされた。またク

ロモジ，ダンコウバイは裏日本ブナ群団域における

甚平本の暖帯落葉広葉繊林帯の特徴を示す植物と

して区分種に位躍づけられた。

　上級単位の標徴種あるいは区分種とされたコナラ，

アカシデ，アオハダ，ヤマザクラなどはコナラーミ

ズナラオーダーの標車種および区分種でもある

（Tabユ6）。

鐸）ヤマツツジーアカマツ群集（Tab．ユ7）

　　Rhododendro－Plnetum　azuman－

　um
　州民種および区分種：アカマツ，ウラジロノキ，ネジキ．

　褒日本のモミーシキミ群集（IBicio－Abi－

e甑firmae）の生育立地に雄応して日本海岸気

候区にあたる大山ではやマッッジーアカマツ群集

（Rhododendro－Pinetum　azumanu揃）
が東大1！1。船上膚由麓の尾根部に半際然的な生育状

ヤナギタンポポ

アケビ

ノガジヤス

K
K
K

態で生育している。

　大山山添≦の海抜400m前後はキンキマメザクラ

ーコナラ群落の項で述べられたように，気候的極相

林としてはやブツバキクラス域の上隈部に分布域を

もつヒメァオキーウラジロガシ群集の存在が考えら

れる。ヒメァオキーウラジロガシ．群集は上部で直接

ブナクラス域に搬しており，カシ声域の上部にはほ

とんど特徴的な植物廷丁はみられない。表日本では

やブッバキクラス誠のカシ林域上部の尾根輝には土

地的極網としてのモミーシキミ群集が生育している。

　一殻に裏日本多雲地においては衰日本におけるよ

うに森林帯としてのモミ林やウラジロモミ林の発達

は不完全でありまた断片的な分布状態でしかみられ

ない。

　船上山山麓では嚢日本のヤマツッジーアカマッ鮮

集に近似した種組成をもつアカマツ林が見られた。

このアカマツ林は気候的極期林としてのヒメアオキ

ーウラジロガシ欝集分布域の尾根部に半自然的な状

態で生育する群落と考えられる。

　ヤマツッジーアカマツ群集は表日本の場合は土地

的極相のモミーシキミ群集の持続的な代績植生とし

て発遷するほか，部分的にはアカマツの自生する潜

在的立地もみられる。このような事実から混一．ヒ山

のアカマツ縁はヤマッッジーアカマッ群集の標宅鞭

やアカマツ群i：倒（P量nion　densiflorae）の

標弄種および区分種であるアカマツ，ウラジロノキ，

ネジキによって区分されたヤマツッジーアカマッ群

集の一部として把握された。

　キンキマメザクヲーコナラ緋落と岡様にブナクラ

ス域の遺物が多数混生しているが，低木瞬や草本圃

にはヤブッバキクラス指標種であるピサカキ，ヤブ

コウジ，キズタ，アオキなどがこのアカマツ林の林

床を握ラ略づけている。

　しかし大1まi山麓には半自然的に生育するヤマツツ

ジーアカマッ群集はほとんど見られず，かえって大

山北西部の槙原などにみられるように広い面積にわ
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Abb．17大山道路沿にみられるアカマツ植林。種組成的にヤマツツジーアカマツ群集と認められた。

たって生育したアカマツ植林が存在する。特に大山

寺に通ずる大山道路沿いにはみごとに発達したアカ

マツ林が認められた。　（Abb．17）。

　今織，アカマツ櫃林については十分な調査はなさ

れなかったが，種組成的にはヤマッッジーアカマッ

群集とは大きな差がないものと考えられる。大山山

麓のアカマツ林は騒騒な火山灰台地上に生育した半

持続的な群落と考えれば，植物社会学的な論難づけ

からみても屠撰部のヤマッッジーアカマツ群集とほ

ぼ同様に，アカマツ群団に属し，最：終的にはコナラ

ーミズナラオーダーに食まれるものと考えられる。

　11　伐り跡群落

　　K：ah互schlaggesellschaften

18）クマイチゴータラノキ群落（Tab．18）

　　磁δ艇8cγ伽eg‘∫・伽8一湾γα♂‘αθ臨α一Geselレ

　scha£t

　区分種：クマイチゴ，ベニバナボロギク，ナガバ

　モミジイチゴ．

　大由東部の地蔵峠付近には自然林，二次林そして

櫃林などの伐採跡地が広い面積にわたってひろがっ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大山）

ている。この伐採跡地は飯盛山北山麓や大山南部の

鍵掛峠付近においても岡様にみられる。

　これらの伐採跡地はすでに部分的にスギ，ヒノキ

の造林が行なわれているが，多くは伐採後2～4年

ほどへた多様な伐り論難落がモザイク状に発達して

いる。一般に伐採一無目にはダンドボロギク，ベニ

バナボロギクなどの好窒素性一年生草本難物からな

る伐り跡群浩がみられる。さらに3～5年後には多

数の低木が侵入した群落となる。

　今側の調査では伐り跡群落は伐採後2～3矩霞の

群落厨lm前後の低木を主とした櫨分で得られた。

この懇懇にはクマイチゴ，ナカバモミジイチゴなど

のキイチゴ（Rudus属）類やヌルデ，タラノキなど

の陽性低木が高い常在度で生育している。

　この伐り跡低木群落はクマイチゴ，ナカバモミジ

イチゴによって区分されるクマィチゴータラノキ群

落としてまとめられた。

　繭にも述べられたように伐り跡一年黛はベニバナ

ボロギクーダンドボロギク群落（Ercchtites

hieracifolia－Crassocephalum

一98一



掌ab．18．クマイチゴータラノキ群落

R秘加ε　C7α‘αe8越）♂諏8一湾アα♂ぬ　θ♂αaα一GeseUschaft

A：ヤマハギ下位単赦

　　Untere量nheiten　V◎n　ゐeεpe（飴9α　6∫co♂oγ∫．αc翼彦ノbZぬ

8：エワトコ下位蝋．位

　　Untereinheiten　Vbn　Sα7πう駕σμε　S‘eδσ♂（だαηα

Nr．　d．　Aufnahme

芝）atum　d．　A鷲fnah醗e

H6be　U　Meer（艶）：

Ex…）oosit圭on：

Neigung　　　（　o＞　：

GrδBe　d．　Prbefleche（m×m）

H6he　d．　Vegefation　（融）　：

Dec設ung　d，　Vegef飢ioほ　（％）

Antenzah董

調　査　番　号

調　査　月　醒　　（’71）

海抜高度
方位
傾　斜

調　査　面　積

楠　生　の　高　さ

全楠　報　率

鵬現種　数

トー一A一斗一一B』
　1　　　　2　　　　3　　　　4

7●31　7●31　7。31　7・3三

　780　　　9GO

　一　　　 £

　一　　　 20

2×3　2×3

0．6

40

32

1

40

11

　850　　　725

SE　　　£

　10　　　　7

荏×5　ユ0×15

L3
60

25

0．5

80

38

Trennan亀enn　d．　Gesellsc訪aξも：

　　Rubus　craもaeg三fouius

　　Rubus　pa茎matus

Trennanten　d，　untenen　｝丑nheiten－A：

　　Sasa　palma毛a

　　Lespedeza　b三color　f．　acu巨folia

　　Plantag・茎anceo1＆ta

　　ChamaecyparlS　Qbtusa
Trenn邑nten　d，　unteren　｝£沁溢eiten－B　：

　　Sambucus　siebo1（圭ianεL

　　Vitis　　coinnetiae　　　co呈gnetiae

　　Polygonum　　c“spidat鞍m

　　Patr三r｝ia　　v圭1ユosa

　　Phryma　　leptOStaChya　　var．　aSi艮tiCa

　　Carex　　fQliosissima

Kellnanten　d．　L夏　erodendro－MaHot三〇n　laponicae：

　　Rhus　　lavanica

　　Ar晟｝ia　eLata

Begleiter　：

　　Crεしssoce茎）halum　　crepidioides

　　Eri　gero貧canadens｛s

　　症rigerQn　sumaもreRsis

　　Ampelopsis　　breripeduncu圭ata

　　Cornus　　con之roversa

　　Welgeia　horteれsis

　　Sch三20phragma　hydrangeo三（圭es

　　Sζrut重opter｛s　nipon最ca

　　Osmu言｝da　　｝apouica

　　Lysimach量a　　cle£hrok歪es

　　EUpaも・r三Um　ChinenSe　Var・SimpilCif・11Um

　　Lindera　umbe…lata

出親1回の種　Auβerden　jee轟imal　in　Aufn麟me

　　　Nr，　1　：Potentilla　freyn重ana

　　　δiana

　　　三茎ax　china

　　　バリタデ十，Polygonatum　macrant加m

群落区分種

　　　　　クマイチゴ

　　　　　ナガバモミジイチゴ

下位単位区分鍾一A

　　　　　チマキザサ

　　　　　ヤマハギ

　　　　　ヘラオオバコ

　　　　　ヒノキ

下位単位区分種一B

　　　　　ニワトコ

　　　　　ヤマブドウ

　．享　　 イタドリ

　　　　　オトコエシ

　　　　　ハエドクソフ

　　　　　オクノカンスゲ

　　　　　リョウナンシダ

クサギーア貸蔵ガシワ群団の標徽種

　　　　　ヌルデ

　　　　　タラノキ

髄伴種

ベニバラボロギク

ヒメムカシヨモギ

ォオァレチノギク

ノブドウ

ミズキ

タニウツギ

イワガラミ

シシガシラ

ゼンマイ

オカトラノオ

ヒヨドリバナ

クロモジ

Lユ

十

1．2

0

L1　　　2．2

十　　　　十

十　　　　十

十　　十。2

○

●

軋

．

・

o

・

十。2

　十

L1
　十

　十

　十

十・2

十・2

　÷

十。2

率。2

　十

　十

●

・

●

●

●

●

1．1

十

率。2
　2．2

　●

　●

　・

　●

　o
　●

　●

　o

2．3

12

・

．

1。2

・

．

・

・

●

　十　　　　十

÷・2　率・2
　ユ．2　　　1．2

　1．2　　　÷

　牽　　　　十

　÷　　　　L2

牽・2　　十

1．1

　ユ．1

十。2
　2．2

　ユ．2

　1．2

　十

　1．2

　十

　，

　o
　・

　・

十

　十

十。2

　1．2

　÷

　●

　●

　o
　十

　十

　十

　　　　　　　　　　　　ミツバチグリ＋，Quercus孤ongolica　var　grosseserrata　ミズナラ＋，　Corylu＄siebo｝一

ツノハシバミナVi・1・g・yp・ce・a・v・・．・xih・コタチツボスミレユ2，　C・田m・li・a・・㎜・ni・ツユクサ航2・Sm・

　　サルトリイバラ十，見rigrron　annuus　ヒメジョオン→一，　Dumasia　ノササゲ十，　Po至ygonum　viscoferum　ネ

　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマナルコユリ十，Clematis　terniflora　センニンソウ十，　Atlyrium　nipon正cum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－99一



イヌワラビ十．

Nr．　2：Phenodendro轟amurense　キハダ＋，　Carp｝nus捻chonosk三1　イヌシデ幸．

Nr．　3：Cryptolneria　l　apon1ca　スギ1．LMiscanthus　si！1e鶏sls　入スキ1．2，　Carex　steno蕊achys　ニシノホンモンジ

　　囁スゲ＋．2，B。eh，，e。1。も。icuspi。アカソ＋．2，　C。mus　k・。・aヤマボウシ＋，　A助・i・m　y・k・・ce・scヘビノネ

　　ゴザ十．2，

Nr．　4：Pueraria　lobata　クズL2，£urya　laponica　ピサカキ幸，　Lac轍ca　soror沁　ムラサキエガナ牽，　Vibum－

　　um　f世cantum　オオカメノキ十，　Rhus　ambig識a　ッタウルシ3，3，0plis艶enus　undul就ifolius　var．｝即onk｝us

　　チヂミザサ十，Ar脇。慧s　dioic聡　ヤマブキショウマ十，　CodQnopsis　I鋤ceolata　ツルニンジン十，　Acer　moao

　　イタヤカエデ十，So漁ch囎oleraceus　ノゲシ十，　Dlsporunl　s纐1aclnum　チゴユリ十，　Cl　et卜m　barbinervls　リ

　　　ョウブユ．2，Celastrus　orbic撮atus　ツルウメモドキ十，　Actinidia　argutaサノレナシ十．2，　Boehmerla　sp沁誠a

　　　コァカソ＋，Acer総chonQ5kii　ミネカエデ十，　Leptogra鵬鵜a　molliss三ma　ミゾシダ率，　Las甘ea｝⑳oRica

　　ハリガネワラビ十，Polysti蕊um　tr圭p£eron　ジュラモンジシタ十．

Fund　or　：　　調査場所

　　　Nr．　1～4　：Jizoupaβ　　地蔵瞭

crepidioides－Ass。）が存在するが，その標八

種であるベニバナボロギクはこのクマイチゴータラ

ノキ群落においても高い常在度で生育している。こ

のことはクマイチゴータラノキ群落が遷移的に前期

の群落であるベニバナボロギク冨ダンドボロギク群

集から推移した群落であることを予想させる。

　クマイチゴータラノキ群落は種組成的に二つの群

落単位に下位区分された。

　ヤマハギ下位群落はチマキザサ，ヤマハギ，ヘラ

オオバコ，ヒノキによって区分される。この群落単

位で示される二分はヒノキの造林地に隣搬しており，

またチマキザサが高群度で生育している。今後の人

為的管理の方法によってはチマキザサの優画した葉

原になる可能性がつよい。

　ニワトコ下刷群落はスギの造林地において認めら

れた櫨分である。この群落単位はヤマハギ下位群落

に比較してやや湿った立地に生育し，オクノカンス

ゲ，リョウメンシダ，ハエドクソウなどをともない，

またマント群落構成要素であるニワトコやヤマブド

ウをもつことで特徴づけられた。自然遷移的にはミ

ズナラを混生した落葉低木群落に移行してゆく群落

であると考えられる。

　クマイチゴータラノキ群落はヌルデ，タラノキな

どを群団襟徴種にもつクサギーアカメガシワ群団

　（Clerodendro－Mallotion　laponl－
cae）　｝こまとめられた。クサギーアカメガシワ群

欄は日本の暖温帯においてアカメガシワ，クサギ，

カラスザンショウ，ヌルデ，ニワトコ，タラノキな

どによって特徴づけられた群団である（大場1971）。

12人為草原　Wiesen　und　Weiden

19）ホクチアザミーススキ群集（Tab．19）

　　Saussure◎一Miscanthetu狙sine－

　nslS
　標徴種と区分種：ヨッバヒヨドリ，アキカラマツ，

　ヒヨドリバナ，ヤマニンジン，ホクチァザミ，ヤ

　マジノホトトギス，キキョウ．

　平均出現種数34，禺現穫数幅24～46・

　過度な伐採，火入れ，刈取りなどの人為釣な破壊

作用によって自然植生は破壊され，さらに代償植生

である落葉広葉樹林も1年目～多年生蕗本機物から

なる人為草原に変えられてゆく。

　大山山麓のススキの優占する人為草原は定期的な

刈取り，火入など人為的な干渉と結びついて持続し

ているブナクラス域のススキ草原である。一部では

牛の放牧地に結びついたススキ藥原が分布している

が，これは牛の踏みつけや採食などが華刈り作用と

同じ効果をおよぼしているからである。このように

大由のススキ繭：原は海抜600～1，000mの1ま｛地帯ブナ

クラス域にわたって広い分布がみられる。

　一般にススキ草原はブナクラス域から下部のヤブ

ツバキクラス域内にわたって共通な分布を示してお

り，その地域によって特徴的な種組成を示している

が，今翻の調査はブナクラス域のススキ草原に限ら

れ，ヤブッバキクラス．域のススキ群落との種組成的

一100一
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Abb．18ひんぱんな伐採や火入によって生じたホクチァザミーススキ群集。

購

灘、

酵聾

な比較や考察はなされなかった。

　中農地方から九州地方にかけての海抜600m以上

のブナクラス域に位置するススキ群落は萱沼（1970）

によってホクチアザミーススキ群築（Saussur－

eo－Miscantheもum　sinenSis）にまとめ

られた。この群集は中國山地でかって報告されたス

スキートダシバ群集（Aru磁inelleto一

賑iscaathetum　sinensis）
を日本各地のススキ群落と比較検討された結果，覇

たに植物社会学的な位置づけがなされた群集である。

群集標徴種としてホクチァザミ，センボンヤリ，キ

キョウ，タチコゴメグサ，ヤマニンジン，オケラ，ヤマ

ジノホトトギスがあげられている。大由のススキ群

落にはこれらの群集標鞍懸は低い常在度でしか存在

しないが金般的な種組成からみてホクチァザミース

スキ群集に含められた。さらにこの群集を性格づけ

ぎ識別種としてヨッバヒヨドリ，アキカラマツ，ヒ

ヨドリバナなどのススキ群団（鍼iscanthion

sine汽sis）の標徴種が区分された。ホクチアザ

ミーススキ群集は大由南山麓の御机，笹ケ平をはじ

　　　　　　　　　　　　誘

轟浮　　轟喉
　　欝　、　　。ノ・ジポ
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め北山麓のスキー場周辺，桝水高原などでは広い面

積で発達している　　（Abb．18）。

　この群集はさらに2つの亜群集に下位籔分された。

（・）ヒキオコシ亜群集

　　Subass・　von　Plectranthus　lap－

　O識iCUS

　区分種：ヒキオコシ，ナワシロイチゴ，ノダケ，

ノブドウ．

　ヒキオコシ亜群集はヒキオコシ，ナワシロイチゴ，

ノダケなど，やや湿性な土壌をもった林縁部にしば

しば生育する森林ソデ群落構成種によって特徴づけ

られる。この亜群集の平均出現種数は29種と後で述

べられるレンゲツツジ唖群集に比較して少ない。と

くにススキ，ミツバツチグリをのぞく他のススキオ

ーダーおよびススキクラスの標徴種の生育は昌立な

いか，または欠如している場合が多い。このことは

ヒキオコシ藍群集の生育立地においてホクチアザミ

ーススキ群集の主要分布域とは多少異なった環境要

因が作用していることを示している。

　ヒキオコシ謹群集はさらに輿型変群集とクルマバ
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ナ変群集に下位区分された。クルマバナ変群集は典

型変群集にくらべて畑地放棄地や伐り跡地にみられ

るような未成熟±：壌上に生育する。この群落にはヒ

メジョオン，コナスビなどの耕地雑草がわずかなが

らみられた。

（b）レンゲツツジ唖群集

　　Subass．　von　Rhododendro捻la－

　ponicu瓢
　区分種：ワレモコウ，オトギリソウ，オォバギボ

　ウシ，レンゲツツジ，ママコナ，チマキザサ，ア

　リノトウグサ，マツムシソウ，シュロソウ，ウツ

　ボグサ，ショウジョウスゲ．

　大山のホクチアザミーススキ群集のほとんどがこ

のレンゲツツジ藍群集に含まれる。この強群集はひ

んぱんな刈取りや火入れが行なわれるところに生育

している。群落高は0．8鵬以下でヒキオコシ亜群集

にくらべて低い。しかし区分種にはススキ群団やス

スキクラスの標徴種の出現も多く，また山地帯中性

草原を形成する種群も多数生育している。

　レンゲツツジ亜群集はさらにユウスゲ変群集とネ

ザサ変群集に下位区分された。

　スウスゲ亜群集は蓑登山口にあたる棋水高原に広

くみられた。相観的にはチマキザサの優識した群落

としてみられるが，人聞の干渉とつりあってかなり

安定した種組成をもつ持続群落である。

　ネザサ変群集は特徴的にカシワの優回した植分で

ある。Suzuk圭（1970）は九州中部山地において，カ

シワ林がしばしば火入れの行なわれる地域に二次林

として成立することを報告している。

　このネザサ変群集のみられた地域には火入れの形

跡があり，生態的な関連性が認められる。またこの

ネザサ変群集は宮脇。傍藤（1970）によって報告さ

れたネザサ，カワラマツバを標懇懇とするネザサー

ススキ群集（Arundinario　pygmaeo一難i＿

scanthetu！n　sinensis）とも植物社会学的

な関連がみられる。ネザサーススキ群集は西日本の

ヤブッバキクラス域で広範囲に分布しており東脚本

のアズマネザサーススキ群集（Arundinario

室

　蒙慧．．
簑鶉

ノ

詳

葦

譲

叩建

　陣護：

轟毒i灘・灘
・点

ｲ勲

・丙 D驚藏餌、

書

鱒膨

慧

㌔　　　　　　　剃

＿舩

濠

琢　脳

、灘．

∂

癒瓢も

蒙　　幹

．駕一r

1讃
嚢難

馨

簸

　　盛鷺

・1蕪・

鐘　　　　認

鳳榊

繍’

　繋、

　　　　　　　　　　　　　鷹
騨允翼一　畿蹴　　植漁　縄一

壷胤一

’雛二二慧
　　　魏
　　　鞭．繕尽　’
　　　　　、囎”　　　　　　　　　　　．繊轟

・． @　噸毒麹　諦匙献

総檎　　鋤、

・灘麟
　　　　　・簸

〆

・懇

轟．

簑商

讐

、駄　　　　　　唖

締

犠

紮
懇冗 瓢鶏懲轍
　．　欝縁

鍼郷　鵯

膜離妬

鑛i醗↑
．一@敷趨

　　　　島
　　　　　　　　露烹

難欝鷲響導難
襲・　濫　　ドニ嬬
　　澤∵阿　醜∴’

　　　煮　　訟騰
鰹、

　　高

瀬1
　痴。ご

，．．
?函㌶蕊滋．鼠∵訂藩華撫：轟瞬ぐ∴鍍細細

Abb．19ススキ草原内の広場に生じたシバ群落。背景の山麓には宙然植生のブナ林と代償植生のミズ’ナラ林，

スギ擦林がみられる。（鳥ヶ山）
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chino－Miscanthetum　s玉nensis）に
対応した群落である。しかし～部はブナクラス域の

下部まで分窃を拡げることもあり中瀬地方では上部

のホクチアザミーススキ群集と接続する場合も考え

られる。今國の調査では大山南麓の御澄でこの植分

の資料を得たが，種組成的に十分な検討がなされて

いない。ここではホクチアザミーススキ群集にふく

まれたネザサ変群集として記録された。

20＞シバ群落（Tab．20）

　　Zoシsぬノqpo蛎。α一Gesellschaft

　区分種：シバ，スズメノヒエ，ノチドメ．

　本来シバ草原はススキ草原がかってそうであった

ように，牛馬の放牧によって成立していた代償畜生

である。放牧地では牛馬の寝食や踏み圧などの放牧

圧の程度により種々の葦塞偉物群落が生じている。

牛馬が集まってもっとも強く踏つけられる馬立場な

どではオオバコ群落が生じ，その周辺にはシバ群落

が成立する。踏圧や採食が弱まるに従ってススキ草

原にうつり変わってゆく。

　このような植生の歩立を最近では牛馬に代って人

聞が造りだしている。

　桝水高原や大山寺，擬宝珠山山麓の人聞の踏こみ

のしばしば行なわれる広場や休憩所の周辺ではスス／

キ草原は退行して，シバやオオバコの優臆した人為

的な作用とつりあって持続する草本植物群落が発達

している。そこではススキ華原がシバ群落に移行す

るのがひんぱんな牛馬の採食や人為的な草刈による

ものが，同様な作用をもたらす人閥の踏圧が代って

作幣している。大山山麓ではこれらのシバ草原ばか

りでなくゴルフ場や道路の法藏などではシバの植付’

けによるシバ草地がかなりの面積で広がっている。

このことは水無原や福永原においてもみられた

（Abb．19）。

　桝水原や大山寿付近のシバ群落はシバ，スズメノ

ヒエ，ノチドメなどシバ群団（Zoysion　jap－

onicae）の群団標灯種によって区分された。この

シバ群落には群集レベルの持徴的な植物が欠如して

おり群落学的に明確な位置づけはなされなかった。

　菅沼（1966），解藤（1971）は九州と西日本のシバ

草原について報写している。これによれば，海抜7G

O～1，200m前後に分布するシバ群落をゲンノショウ

コーシバ群集（Gerani・一Z・ys・ietum　lap－

onicae）にまとめられた。今園絃成衷による比較

では大山のシバ群落はゲンノショウコーシバ群集の

断片とみなすことができよう。

　大山寿周辺および桝水高原で得られたシバ群落は，

種組成的にトダシバ，ヒカゲスゲ，アリノトウグサ，

マツムシソウ，ワレモコウなどススキクラス（Mi－

scanthetea）の標魚種を多くもつ以外には，シ

バと特徴的に結びつく種を欠いている。このことは

このシバ群落が独立性のとぼしい断片的群落である

ことを示している。このシバ群落はさらに2っの

下位単位に区分された。

　シバスゲ下位群落はシバスゲ，ネザサ，スズサイ

コ，メドハギ，オオバコによって特徴づけられる。

これらの区分種はオオバコをのぞけばススキ草原の

主要構成種である。

　シバスゲ下位群落には低被度ではあるが，ノチド

メ，スズメノヒエなどシバ群落と結びつきの強い種

もわずかながら生育している。

　スズメノヤリ下位群落はヤマハギ，スズメノヤリ，

キツネヤナギ，オトコエシによって特徴づけられる。

種組成的にみてスズメノヤザ下位群落はシバスゲ下

位群落と比較してより強くススキクラスの影響を受

けた群落単位とみることができる　（Tab．20）。

15踏跡群落　Th｛ttgesellschaft

21）　オオノぐ＝コ群落　（Tab．21）

　Pごαπ孟α80α8ガα孟‘cα一Gesellschaft

　区分種：オオバコ，スズメノカタビラ．

　大由山頂の三角点周辺や東大山の矢筈ケ山山頂に

はオオバコを優占種とした踏跡群落が広がってい

る。オオバコ群落はかつてこの場所に生育していた

植物群落がおもに登山者の踏圧の機械的破壊作用を

受けたこどによって後退し，それに代わって踏圧と

いう極端な人為的制限環境下に存続し，かつ生育域

をひろげてきたものである（Abb．20）。

　踏跡群落は人間の生活活動のおよぶ道路沿いにし

ばしば生育し，広く北辛球全域に分布している。大

山のオオバコ群落はオオバコ，スズメノカタビラな

どのオーダー，クラスレベルの標点種によって区分

された。オオバコオーダー（PIantaginet甫ia

asiaticae）　はヨーロッパで認められたオーダ
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　　Tab．20．シバ群落

　　　　Zo宮3∫αノαρoπピ。α一Gesel豆schaft

　　　　A：シバスゲ下位単位

　　　　　　Untere圭飛heitea　vou　Cαγeκ　πεγηα孟α

　　　　B：スズメノヤリ下位単位

　　　　　　U殖ereiuheiten　L麗鴛ZαC（切舜αオα

競r．　δ．　　A疑fnah田e　　：

三）aもumδ．　Aufnahme　：

Hohe　u．　Meer　　（紐〉　　：

．蹴posit呈on　　：

灘齋番．弩・

；夢羅望量ジ看匠葦　（，71）

海鍍高度

方　位

l　　A

　1　　2　　3　　4

　8　　8　　8　　8

　－　　820　820　－

　W　一　一　一

B

5　　6

8　　8

W　W
Ne星guag　（Ω）： 傾　斜 2 L 一 一 3 3

Groβe　d．　Probeflache　（鵬×m）　： 調薮颪積 1×12＞＜22＞＜22＞〈21＞＜22＞く2

Hohe　d，　Vegesas三〇n　（cm）　： 欄樵高さ 三〇 5 5 7 10 10

Deckan呂d．驚ges・slun　（％）： 全植被率 90 90 95 80 60 70

Artenza無1　： 撮翼種数 8 11 12 12 12 13

Trennan£ea　d．　Gesellsch，　＆．　Ke籍nanten　d．　2bys重on｝apon三ca 群落刈分種およびシバ群圃標徴種

Zoysia　lap幅ca シバ 5．荏 5．5 5．5 5．4 4．4 4．4

TreRRarten　（圭．　UntereiRhei£en－A　　： 一ド位単位区分種一A

Car¢X　Rervat＆ シバスゲ 十 十 o 十 o o

Arun（圭ln包riaひygm践ea　var．　glabra ネザサ 十 o 十 ・ o ●

Gynaac｝｝um　paniculatum スズサイコ o 十 ・ 十 ， ・

　　Lespedeza　cune段ta　　　　　　　　　　　　　　　　 メドハギ　　　　　　　　　　・十．21．2・　・　。

　　Planもago　 as三at三ca　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 オ　 オノてコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1．2十．2　　 0　　　　●　　　　●　　　　o

Trennanten　d．　Untenei油eiten－B；　　　　　　　　　　　下｛立単位区分種一B　　　、

　　Lespedez＆bicQIQr　f．　acutifolla　　　　　　　　　　　　　　ヤマハギ　　　　　　　　　　　　。　。　・　・　十　牽

　　Luzula　capita糠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノヤソ　　　　　　　　　・　。　・　。十．2十．2

　　Salix　vuや恥a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キツネヤナギ　　　　　　　　　・　。　。　・　÷　十

　　Patn呈nia　vil｝osa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オトコエシ　　　　　　　　　　 。　…　　　　　→一　十

Ken隠r曾en　d．　Miscanthetea：　　　　　　　　　　　　　ススキクラスの標徴種

　　Aruロdine｝1a　h三田a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トダシバ　　　　　　　　　　　十　1．21．2十十．2十．2

　　Garex　l鋤ceolata　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒカゲスゲ　　　　　　　　　・十．21．2十÷．21，2

　　瓶abragis　micr腹n比a　　　　　　　　　　　　　　　　　アリノトウグサ　　　　　　　 ・　十　・　十　÷　1．2

　　Sc鼠bl　osa麺ponica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マツムシソウ　　　　　　　　　　・　・　十　十　十　・

　　Sa識guisorba　offlcin撮is　　　　　　　　　　　　　　　　　ワレモコウ　　　　　　　　　　　・　。　・　十　十　一←

Beglelter：　　　　　　　　　　　　　　　　随俸種

　　Agr。stls　clavaもa　　　　　　　　　　　　　　　ヤマヌカボ　　　　　　　＋　．＋　．2．2＋2

　　Hy》enicurn　erectum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オトギリソウ　　　　　　　　　　　　　　’　　●　　十　　。　　十　　十

出現1翻の種　Auβende瓢｝e　e短maha　Aufnahme

　　　　翫1：£・・g…tl・f・…gi…　カゼクサ＋2，　P・・p・1・m　t翁・。b。・giiスズメノヒエ　1．2．

　　　　N「・2：Ad…蜘・・t・IP｝・yn・v…1・p・・icaツリ赫ニンジンー＋，　P・・。e11＿三9。。i。　v。r．1ilaci。aウツボグサ

　　　　　　　サ　一十，Gentiana　scabra　v鼠r．　buergeri　リンドウ　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一104一



　　　醤r　3　Lotus　coπuculatus　var　｝apomcus　ミヤコグサ　　12，　Po£entl至…a盤eyma難　 ミノバノチグリ　牽，　SophQra

　　　　　　fまavescens　クララ　牽　Hydrocoty重e㎜r比1ma　ノチドメ　一←2，

　　　Nr　4　Jxer三s　dentata　エガナ　十，丁短slum　eh瓶ense　カナビキソウ　十，　Artemls職捧ponlca　オトコヨモギ　率

　　　　　　Mlscau騰US　Smens蓋S　ススキ　十

　　　Nr　6　Vlola　lna漁d曲urlca　スミレ　十，　Campanula興nct＆ta　ホタルブクロ　十2

Funδorte　凝査場所

　　　餐r　2，3　Da逗s制・大山寺

　　　翫　ユ，4，5，6　　Ho蕊edene漁sumlzu領水ξ1る徐
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Abb．20大山由頂の三角点周辺には踏跡群落としてのオオバコ群落が広がっている。　（大山）

＿，plantaglnetalla　majorls　Tx　1950

に対応するものである。

　これらの群落区分種以外に，踏圧とい環境作用に

ともなって為頻度にあらわれる群集レベルや群議レ

ベルでの特徴的な植物の生育はみられなかった。こ

のことが大山特有のきびしい気候条件によるものか

どうか明らかでないが，この踏み跡群落が独立ヴ1二の

高い群集としててはなく，断片的な種組成しかもた

ないオオバコ群落として位置づけられた。

　万オバコ群落は踏圧作用の多少あるいは隣鍛群落

の影響なとにより2つの群落に下｛立区分された。

　典型下位群落は出現種数3～5種と少なく，オオ

バコ，スズメノカタビラなどが高難度に生育するだ

けの種継成のきわめて貧弱な榊分である。この植分

は大山山頂の大部分，および久筈ケ山において記録

された。

　ショウンヨウスゲ下位群落はンコクフウロ，ショ

ウジョウスゲ，シュロソウなど山地帯高茎草：漂や風

衝ヴ源にしばしば出現する種群によって特徴づけら

れた単位である。

　この輌分は踏IL作用の弱い立地においてしばしば

みられた。このことは隣接群落の構成種の偶然な1毘

人とも考えられるか，オオバコ群落の生育立地は潜

在的に，クカイソウーヒトツバヨモキ群落やカラマ

一一 P05一



ツソウーヒゲノガリヤス群落の生育可能な立地であ

り，自然遷移的には上詑の高次な草本群落に移行し

てゆく可能姓を示しているものである。ゆえにシ

　　Tab．　21．　オオノてコ講

　　　　∫）♂αη孟α80　α8ガα麗。α一Gesellschaft

　　　　A：典翻位単位

　　　　　　typisChe　Uutereinheiten

　　　　B：ショウジョウスゲ下位単位

　　　　　　Untereinheiten　Cα7eκ　δ♂epんαγδcαη）α

ヨウジョウスゲ下位群落は二つの異なった群落の移

行帯にあたる植分とみなすことができる（Tab．21）。

A B

N二　d．Aufnahme　： 調査番暑 工 2 3 4　　5 6

Datum　d．　Aufuahme　： 調査月日e71） 8 8 7 8　　8 8

H6藝e蔭．　Meer　（m）： 海抜高度 16 16 13 16　16 16
50 50 59 50　50 40

氾xpos瀬oa　： 方　位 NE 一 　 一一 一

Neigung　（つ　： 傾　斜 10
　 　 …… ｝

Gu6βe　d．　Probefiache　（mXm＞　： 調査面積 2×22×2竃×52×32×22×3

H6he　d．　Krau皇schlcht　（m）　： 草本周の高さ 10 10 1δ 15　10 10

Deckung　d．　Krautsc裕三。翫　　（0／／o瀞）　： 華本潤植被率 80 90 50 95　90 go

A凱enzahl　： 出現加数 3 4 5 5　　5 9

TrennanteB　d．　Gesellscha畜t　： 群落区分種

P1＆ntago　asiatica オオバコ 5．4　4．4　2．2　5．4　5．桑　5．4

Poa　annua スズメノカタビラ 1．2 1．2 o 1．2　。 門ト．2

Trennanten　d，　unteren　Einheite職　　： 下位単位区分種

Geranium　shikokianum ミコクフウロ o ． o 十2十．2 率

C紅rex　blepharic＆rpa ショウジョウスゲ ● 9 ● L1率，2十2

VeratrUln　maack三i　v＆r．　j　aponlcum シュロソウ o 甲 o 十 十

Beg至eitea： 随伴種

Agr・stis　c1丑vata ヤマヌカボ o 十 1．2 ・　1．2 1．2

Artemlsia血ontana オオヨモギ ÷ 曹 ・ 十　　・ ●

出環1醐の種　Auβeadem　je　el職al　in　Aufnahfne：

　　　　Nr．2：Trifolium　repens　シロツメクサ　33．

　　　　Nr．3：｝｛ypericum　erectum　オトギリソウ　十，　Agri拠onia　pilosa　キンミズヒキ　十，　Carepesiu孤glossophy1ユum

　　　　　　　サジガンクビソウ　÷．

　　　　Nr・6：Calamagrostis　lo騒glse£a　ヒデノガリヤス　十．2，　Solidago　virga－aurea　var．　asiaもica　アキノキリンソウ

　　　　　　　十，Herac…eum　moellendorffii　ハナウド　十．

Fundorte｛R　Au緬a穀馴αe

　　　　Nr．1，2，3，4，5，6．：Berg　Daisen大山

　　　　競r．3：Berg　Yahazugasen矢管ケ由

14植林　Forst　　　　　　　　　　　　　海抜800～900mの範囲にはミズナラの優占する二次

22）ヒノキ植林　　（Tab．22）　　　　　　　　　　　　林とともにスギ，ヒノキ，カラマツなどの植林地が

　　Cんα彿αec卯画80伽8α一Forst　　　　　　　　　各所にみられた。とくに大山爾山麓の大由環状道路

　ブナクラス域の自然林が部分的に破壊されている　　　沿いにはかなりの面積にわたってスギ，ヒノキの造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一106一



林が行なわれている。

　今聡示された植林の調査資料は汚毒抜800エn前後の

大山滝付近で得られたヒノキ植林だけであった。し

かし高木麿の植林樹種をのぞけばスギ櫃林との種馬

威的なちがいは認められない。すなわち高木履のヒ

ノキを別にすれば林床の低本顧や草本層にはチシマ

ザサーブナ群団の標機種であるハウチワカエデ，エ

ゾユズリハ，ヒメモチをはじめブナ，コハウチワカ

ェデ，イワガラミなどブナクラス域の窪田種が多数

庄帯している。

　各地の植林地においても瞬様に，敏林玉筆をのぞ

いた林床の植物はその造林されている土地の潜在自

然植生，または気候的拘｛掘を構置戊する植物によって

占められる。

　スギ，ヒノキ，カラマツの植林地は大出山麓では

海抜80伽前後のブナクラス域にみられたがアカマ

ツの類林地は海抜700瀟以下の火由灰台地に限られ

ており，おもにブナクラス域下部の海抜600m付近

からヤブツバキクラス域にわたって広く植韓されて

いる。このことがアカマツの生態的，生理的な分布

域の輻によるものかどうかは明らかではない。

　一方，豪円山の海抜900m付近にはクロマツ

の半自然的な生育がみられる。一般にクロマツの生

育地はブナクラス域までおよぶことは少ないとされ

ているが，水平的な分布で，クロマツは海岸沿いに

本州北部までその生育分時をのばしている。このこ

とから人為的な管．理がなされればクロマツでも難薩

分布的にブナクラス域下部まで生育聴墨田が拡がる

ものと考えられる。

C　殖生単位のまとめ

　これまでに述べられた群集および群落は，総合常

在度表侮bersichtstablle）で示されることによっ

て植物社会学的な位羅が明確にされる。しかしすべ

ての群集，群落についての群落分類学上の位麗決定

は一難であり，一部は暫定的なものとして示された。

1　森林群落と低木群落の総合常在度表

　　（Tab23）

　植林地をのぞくすべての森林群落と低木群落は総

合常在度表によって比較された。上級単位はチシマ

ザサーブナ群國，サワグルミ群醐，タニウツギ群団

にまとめられる。またこれらはササーブナオーダー，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一107一

ブナクラスに属するものとされた。ここでは各群落

について再び明らかにされた点を群団レベルで述べ

てみたい。

　オノエヤナギーヒメヤシャブシ群落，キャラボク

群集，ダイセンミツバツツジークロソヨゴ群落，キ

ツネヤナギーヒメヤシャブシ群落などの低木群落は

タニウツギ群闘に嵐とめられた。キャラボク群集の

ヤブウツギ亜群集にはタユウツギ群団の．襟全種であ

るタニウツギ，キツネヤナギが欠如している。この

場合区分種であるWeigela属のヤブウッギが群矧

標徴種の代理種と考えられる。

　大由の自然的，辛自然的な森林群落，低木群落は

ササーブナオーダーおよびブナクラスに属するもの

とされたが，このタユウツギ群鰻においてオーダー，

クラスの標徴種の出現する頻度はきわめて少ないQ

このことは，裏日本のタニウツギ群畷が衰殿下の低

木群落またはブナクラス域以外の自然的，半自然的

な低木今津をまとめた新たなオーダーレベルの雛物

社会学的な繊穀づけがなされる響梅毒を示している。

　しかし，ダイセンミツバツッジ～クロソヨゴ群落，

キッネヤナギーヒメヤシャブシ群落においてオーダ

でやクラスの標徴種は部分約に概要な役々をはたし

ている。

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集，ハクウンボ

クーミズキ群落，ミャマハハソーケヤキ群落は山地

帯渓谷林としてのサワグルミ群団に属するものとさ

れたが，後者の二群落はサワグルミ群団領域とチシ

マザサーブナ群闇領域との移行帯に位：1遣するものと

考えられ，爾群団の標徴種が高頻度に混生している。

この2つの群落に関しての植物社会学的な富麗づけ

は今後さらに検討されたい。

　チシマザサーブナ群団にまとめられたクロモジー

ブナ群集にはとくに問．題の点は認められなかった。

　クロモジーミズナラ群落やキンキマメザクラーコ

ナラ群落などの二次的森．林群落では一部チシマザサ

ーブナ群幽の標徴種が明確な区分種としての役割を

はたしている。

　ブナクラス域下部の二次林の上級単位については

イヌシデーコナラ群1灘（Carρfnio　Querclon

serratae）が考えられるが，大山の二次林は不

開な点が多く群団レベルの植物社会学的な位躍づけ



はなされなかった。この2群団はブナクラス域の二

次群落をまとめたコナラーミズナラオーダーに属す

ることはいうまでもない。

　ヒメコマツ群落はヒメコマツ鮮団にまとめられた

が，オーダー，クラスレベルの植物社会学的な位1置

は開らかでなく，今回はブナクラスに属することだ

けが示された。

　ヤマッッジーアカマッ群集はブナクラス外のアカ

マツ群圃に属するものとされている（鈴木1966）。

　大山のヤマッッジーアカマツ群集はブナクラスの

影響が強い鶏と，また落葉二次林と深い関係が見ら

れることなどから群団レベル以上の上級単位はコナ

ラーミズナラオーダー，そしてブナクラスに所属す

るものと考えられる。またこの欝集にはヤブッバキ

クラス域のピサカキ，アオキ，キズタをともなうこ

とで五聖づけられている。

2　媛　低木群落と草本植物群落の総合常

　剃下表（T・b．24）

　伐り跡群落をのぞくすべての腰許低木群落と草本

篠物群落は総合常在度表によって比較された。上級

単位はヒメアカバナーホソバノヤマハハコ群落，ッ

ガザクラーコメバツガザクラ群落のように群団以上

の上級単位が未決定のものもあったが，それぞれス

スキ群1覗，オ岬山モギーオオイタドリ群団，ヤマヨ

モギームカゴイラクサ群団，シバ群団そしてミチヤ

ナギ群1田にまとめられた。

　ススキ群団，シバ群団それに暫定的にヤマヨモギ

ームカゴイラクサ群団を加えてこれをススキオーダ

ーおよびススキクラスに属するものとされた。

　ミチヤナギ半開はオオバコオーダーにまとめられ

たQヒメアカバナーホソバノヤマハハコ群落，ツガ

ザクラーコメバッガザクラ群落はi嚢本各地の同質の

三物群落との比較が困難なこともあり，独立の上級

単位を構成する轡能性の強い群落として上級単位来

決定のまま沁めされた。

　アカモノーシモッケ群落，カラマッソウーヒゲノ

ガリヤス群落，ホクチアザミーススキ群集はススキ

群闇にまとめられた。しかし，すでに各項臼で述べ

られているように，アカモノーシモッケ群落の一部

は岩隙貫生として，別の独立した群落単位にまとめ

られる町能性が強い。またカラマツソウーヒゲノガ

リヤス群落も同様にススキ群団に含まれるものか疑

問の多い群落である。

　ヤマヨモギームカゴイラクサ群甑に属するものと

されたクガイソウーヒトッバヨモギ群落は山地帯高

茎草本群落と岡質なものとされたが，この群落につ

いても今後比較，検討を必要とされる。

　シバ群落，オオバコ群落については，いままでの

調査資料と比較検討の結果それぞれシバ群団，ミチ

ヤナギ群1灘にまとめられた。

w　植生図
1　植生配分の概観

　現存殖生図は大山，東大山の海抜700m以上のブ

ナクラス域，主として自然植生の残されている地域

を中心に縮尺25，000分の1で描かれた。凡例は植生

調査資料を基礎とし，記録された22の前生単位によ

った。ほかに今回調査されなかった畑物群落につい

ては，現地調査における記録，および今まで各地で

得られている資料などと比較検討の結果，櫨生図の

凡例として加えられた：。

　萩たに懐生年の凡例として加えられた植生単位は

以下のとうりである。

　ベニバナボロギクーダンドボPギク群集（Ere－

chtites　hieracifolia－Crassocep－

halum　crepidioides－Ass，）：伐り跡群

落（K：ahlschlaggesellschaft＞，カラスビ

シャクーニシキソウ群集（Pinellla　短rn－

ata一露uphQrblapseudo－chamaesyce
－Ass。）：畑地雑草群落（Acker－Unkrautgese貝sc－

haft），ヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落（ε酉一

8e70照ηη拠ε一道ザピ8eゾ。πcαηαdeπ8お一Gese玉｝scha－

f⇔：耕作放棄畑雑：醸単玉落（Brachacker－UIlkraut－

gesellschafの，ウリカワーコナギ群集（Sagi賃a－

riapygmaea－Mo識δchoria　va呂inali
s－Ass．）：水田雑草群落（Reisfeld－Unkrautge－

sellscha£t），アカマツ植林（P読川漁舶eπ8‘‘一Fo－

rst），カラマツ樋林（五α7謡iεPきoZ顔8－Forst），モ

ウソウチク群落：（Pんシ〃03孟αCん写8んεオθ70C膨cJαvar．

P冠δe8cθη8一一Gese11scha£t＞o

　これらの群落は門地調査および航空写真の判読に

より現存植生図上に図化された。

　現存植生図から明らかにされたことは海抜部0～9
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1：クロモジーブナ群集Lindero　umbellatae－Fagetum　crenatae
2：ミヤマハハソーケヤキ群落Me伽sηLα彦e編8－Ze♂ん。かαsεrr伽一Gesellschaft

3：『 Wュウモンジシダーサワグルミ群集　Polysticho－Pterocaryetum
41ヒメコマツ群落　P伽8pα而／Zo7α一Gesellschaft

5：ダイゼンミッバッッジークロソヨゴ群落　Rんodo4飢droπZαgopαε一IZεκ甜8eγo概var．

　　Joπ8‘ped勉7LC％‘αεα一GeseH、schaft

6：キャラボク群集　Ta・xietum　nanae
7：キッネヤナギーヒメヤシャブシ群落　Sα～臨鋤♂pぬα一A伽εpθπ伽‘α一Gesellschaft

8：オノエヤナギーヒメヤシャブシ群落　Sα」砺8αcんα‘ぬeπ8‘8一湾♂π％sρ飢伽Zα一Gesellschaft

9：クガイソウーヒトツバヨモギ群落・カラマツソウーヒゲノガリヤス群落　Vero痂Cα8齢冠飢画6‘7∫C％勉＿
　　肋師。ぬ況・π・吻〃α一Gese璽lsch・ft＆。τん・♂ピ・ε・膿αq認・9∫ノ・Z‘uη一Cα♂αm・8・・8言‘・‘・箆8‘・・孟α一

　　Gese向自schaf宅

10：アカモノーシモツケ群落　Gα磁紘ε7‘ααdεπo漉ゲεκ一Sp齢αεαノ叩。冠。α一Gesellschaft

U：ヒメアカバナーホソバノヤマハハコ群落　恥ゴZo6ぬ肌∫α％7‘蕊一湾ηαpんα♂」8ηαγgα窺αcθαvar。

　　αη83紛b帰一Gesellschaft

12：ブナクラス域の潜在的下限’Ptentielle　Hndgrenze　d．　Fagetea　crenatae－Areale

O（㎞の範翻より上部は主に自然野生が，以下には代　　　　この山地帯ブナクラス域の植生単位であるクロモ

償植生が別かれるように分布していることである。

このことは大山南山麓の大山環状道路付近で明確に

示されている。

　脅然植生域に代償植生が漸次侵入している様子は

各地で認められる。とくに鳥ケ験算山麓，飯盛山北

部，野掛峠付近，そして香取朋拓地においては麟然

植生は種々の代償植生に置き換わっている。

　地質的，1地形的な差異が植物群落を通して植生図

に明らかに示されている。一般に急しゅんな火山体

をもつ大山は，さきに述べられたように海抜900m

以上の急傾斜地には自然植生が広がっている。一方

ゆるやかな斜面の山麓の火山灰台地では人為的影響

が強く作劇しており二次林，植林，蘂原などの代償

植生が広い面積にわたって分布している。

　また主峰大山をはじめ，三門峰，東大山の矢筈ケ

山，聯ケ由，勝田ケ山，そして鳥ケ山には地形的，

地質的条件および気候的条件など，特殊な環境作用

のもとで類似な植生配分が認められた。ただ東大山

では他の地域に比較して崩壊地の占める劇合は少な

い。これは東大山の安定した土壌および大山火山形

成における地質的な違いによるものと考えられる。

1）蓑緑広葉樹林

A　馨然植生

　大山山系における出地帯の垂直分布をみると海抜

800～1，300mの範囲にはブナに代表される夏緑広葉

樹林が広く帯状に発達している。

ジーブナ群集（凡例1）は大山から東大山にわたる

地域において十分に発達している。今圓とくに強群

集単位レベル以下の凡例としてクロモジーブナ群集

，ダイセンミッバッッジ藪群集のクマシデ変群集

　（凡例2）が撫えられた。この群落区分は大山春付

近の海抜約800mの地点に見られるが，クロモジー

ブナ群集の他の地域の下野とは異なった形態を多く

もっている。

2）山地帯灘淋

　大山では非帯状的な分布をもつ山地帯渓谷林が霞

然植生の良好に保存された地域においてしばしば認

められた：。垂直分布的には海抜450～800mの範囲で

ブナクラス域の下部にあたる地域に部分的に発達し

ている。

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集（凡例3）は

海抜600～1，000㎜の範囲で大山溝付近および甲川な

どの河川沿にみられた。ハクウンボクーミズキ群落

（凡例4＞は大山滝周辺でジュウモンジシダーサワ

グルミ群集に接した斜而部に分布している。船上山

北斜面，海抜450～600mの範囲には土地的環境要因

に強く支配きれたミヤマハハソーケヤキ群落（凡例

5）が見られた。

3）山地帯針難林

　非帯状的な分辮を示す自然植生として蔚述の渓谷

林のほかに東大山藪斜面の山地帯針葉樹林がある。

この急傾斜地の土壌の浅い岩角地に限られて生育し
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ている群落はヒメコマツ群落（凡例6）として記録

された。

4）山地帯風衝低木群落

　大山では海抜1，300m付近より，東大山では海抜

1，200mより上部は高木森林眼界となり山頂部付近

まで風衝低木群落が帯状に発達している。この風衝

低木群落は棉魚釣にも区分されるように，落葉低木

林を主とするダイセンミツバツツジークロソヨゴ群

落（凡｛列7）と常緑針葉低木の優占するキャラボク

群集（凡例8）とが存在している。ダイセンミツバ

ッッジークロソヨゴ群落は大山，東大山をはじめ鳥

ケ山でもクロモジーブナ群集に接して広い範囲にわ

たって生育している。キャラボク群集は東大山のや

せ尾根状の山預付近ではほとんど分布せず大山山頂

や鳥ケ山頂部のやや平坦な地域に限られて生育して

いる。とくに大山山頂の西側には大面積でキャラボ

ク群集が発達している◎

5）崩壊地落葉低木群落

　大山，東大由，そして鳥ケ山の高木森林限界上部

からクロモジーブナ群集域の山地帯下部にわたって，

崩壊地と平行した状態で発照した落葉低木群落が見

られる。

　風衝低木群落に接し，どくに風面測の湿性な甲状

斜面にはキツネヤナギーヒメヤシャブシ群落（凡例

9）が生育している。キツネヤナギ嘉ヒメヤシャブ

シ群落の海抜1，200m以上に生育する植分は風衝的

な影響を強く受けており種組成的にもまた相観的に

もダイセンミツバッッジークロソヨゴ群落と類似し

ている。

　キッネヤナギーヒメヤシャブシ群落の垂直的な分

布の下限は開確でないが，海抜800m前後まで下降

するものと考えられる。

　もう一つの崩壊地落葉低木群落であるオノエヤナ

ギーヒメヤシャブシ群落（凡例10）は，崩壊地に沿

って垂直的に分布しており，海抜的にはキッネヤナ

ギーヒメヤシャブシ群落より低く，海抜600－1，000

mの範囲に生育している。

　大山北斜面の元谷，南斜面の一ノ沢，ニノ沢，三

ノ沢をはじめとする崩壊跳沿いにはこれらの崩壊地

植生の典型的な群落配分が見られる。

6）風衝矯性低木群落

　大山山頂付近の海抜1，600m前後の崩壌地に面し

た階段状斜面には高山帯風衝媛控低木群落に類似し

たッガザクラーコメバッガザクラ群落（凡例11）が

局地的に存在している。この群落は強い風衝と闘々

くりかえされる高温乾燥にさらされるきびしい環境

条件下に生育している。

7）崩壊地草本群落

　大；⊥1山頂部の海抜1，600m付近より垂直的に山腹

をけずる崩壊地はひんぱんな砂礫移動による物理的

な破壊作用により植物群落の生育は極端に制限され

て，しばしばそこは無慮生地となっている。

　このように不安定な崩壊地上部の懸崖飽にはヒメ

アカバナーホソバノヤマハハコ群落（凡例12＞が団

塊状に生育している。この群落は崩壊斜面の傾斜が

緩まる海抜80指継返まで崩壊地に沿って下降して

いる。

　崩壊地下部の巌錐では，ヒメアカバナーホソバノ

ヤマハハコ群落は漸次的に前述の崩壊地落葉低木群

落であるオノエヤナギーヒメヤシャブシ群落に移行

してゆく。

8）風衝岩隙地低木群落

　東：大山には他の地域にくらべて崩壊地が少ない。

標高1，300m前後の山頂部岩角地には，この地域特

有の風衝岩熱地低木群落であるアカモノーシモッケ

群落（凡例13）が発達している。

　アカモノーシモッケ群落は高木森鉢限界上部の風

衝低木群落の生育領域内にあり，しばしばダイセン

ミツバツツジークロソヨゴ群落のあいだにモザイク

状に生育している。しかし本来の岩隙植生と考えら

れる樋分は，かなり小面積の立地に限られている。

9）山地帯高茎草本群落・風衝草原

　大山や東大山の海抜1，2GOm以上の高木森林限界

上部には，贈品低木群落や崩壌地低木群落に接して

持続的な山地帯高跳草本群落が発達している。

　クガイソウーヒトッバヨモギ群落（凡｛列14）はキ

ャラボク群集に接した湿生な凹状地やキツネヤナギ

ーヒメヤシャブシ群落に隣接した湿織な凹状斜面に

生育している。とくに衰登山道沿いの海抜1，200－

1滋00mの範囲にはこの群落がかなりの面積で発達し

ている。

　カラマツソウーヒゲノガリヤス群落（凡例14）の
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生育地は，クガイソウーヒトッバヨモギ群落にくら

べて海抜的にもやや高く，また風衝的な影響を強く

受けた減分である。三鈷峰の南斜面には広い範閉に

わたってこのカラマツソウーヒゲノガリヤス群落が

発達している。

　今回クガイソウーヒトッバヨモギ群落とカラマツ

ソウーヒゲノガリヤス群落は山地帯高茎草本群落と

して一つの凡例にまとめられたがカラマツソウーヒ

ゲノガリヤス群落は山地帯風衝草原として別に扱か

われる可能控が強い。また調査されなかった海抜1，

000m以下のクロモジーブナ群集内の崩壊地などの

騰放地にみられた草本群落もこの山地帯高茎草本群

落にまとめられた。

B　代償植生

10）二次林群落

　大山山麓の海抜900田以下では自然植生のほとん

どが代償植生に旧きかえられている。

　この地域で広い面積にわたって生育している二次

林群落としてクロモジーミズナラ群落（凡｛列15＞，キ

ンキマメザクラ…コナラ群落（凡例16＞，そしてヤマ

ッツジーアカマツ群集（凡例17）が認められた。

　クロモジーミズナラ群落は上部のクロモジーブナ

群集に接し，海抜600～1，000mの範囲に鷹く分布し

ている。この群落で定期的に管理されている植分は

香鍛閥拓地周辺や三三峠付近でみられた。また半自

然的生育状態の植分は大山寿周辺，地蔵峠付近で見

られる。

　キンキマメザクラーコナラ群落の生育分布域は本

来海抜500m以下にあるものと考えられるが，ブナ

クラス域にあってミズナラの生育のみられない萌芽

状の落葉低木群落やマント群落儲antelgesellschaft＞

などもこのキンキマメザクラーコナラ群落に～凹し

てまとめられた。しかしこれらの落葉高木群落はキ

ンキマメザクラーコナラ群落とは種組成的にもまた

相観的にも異なる。この凡例16は大山出麓において

海抜LOOO：n以下からヤブッバキクラス域内まで分

布している。

　本来のヤマツツジーアカマッ群集はキンキマメザ

クラーコナラ群落と回船に大出では面積的にもわず

かであるが種組成的，楊弓的にもアカマツ植林と異

なる点が少ないことなどから一つの凡例としてまと

められた。このアカマツ植林は，とくに大山道路沿

いの二幅では広い面積にわたってみることができる。

11）入為草原

　二次林群落と岡様に人為草原も大山山麓の海抜1，

000m薗後のブナクラス域からヤブツバキクラス域

にいたるまでの広範囲にわたって分布している。

　ホクチアザミーススキ群集（凡例18）は過度な伐

採，火入れ，刈取などの人為的作用のおこなわれて

いる地域では広範囲に発達している。とくに豪円山

スキー場周辺，桝水高原，笹ケ原そして擬宝珠山山

麓には十分発達したススキ草原がみられる。今回は，

採草地または放牧地にされている外国牧草種の優占

した人工草地もこのホクチアザミーススキ群集に含

められた。

　シバ群落（凡例19）はススキ草原内において部分

的に発達している。三水高原や大山毒そして擬宝珠

山岨麓では人聞に踏まれる休憩場や広場にこのシバ

群落が認められた。ゴルフ場などにおけるような植

栽されたシバ草原は水無原，福永原付近にみられた。

12）伐り跡群落

　最近の人為的作用の及んでいる地域を植生図にお

いて明瞭に示す指標的な植物群落としてこの伐り跡

群落があげられる。

　クマイチゴータラノキ群落（凡例20）は地蔵峰，

飯盛出北部そして鍵掛峠付近の伐採跡地に見られた。

ここでは岡じ伐り跡群落でやや早期に発達するベニ

バナボロギクーダンドボロギク群落も含められた。

13）踏跡群落

　踏跡群落としてのオオバコ群落（凡例21）は大山

寺の参道，登山道，遊歩道そして各地の広場など，

人閥の生活行動のいきわたる範囲に付随して分布し

ている。しかしこれらのオオバコ群落は線状であり

面積的にも小さいので，小縮尺の植生図にはでにく

い。しかし大山山頂三角点付近のオオバコ群落は大

山山地ではもっとも海抜的に高い代償植生として特

異であるばかりでなく，面積的にも広く，櫨生図に

も明確に示された。

14＞櫃林

　植韓はその植栽樹種によって網観的に区分された。

大山ではスギ植林（凡例22），ヒノキ植林（凡例22），

アカマツ樋林（凡例17），クロマツ植林（凡例23＞，そ
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してカラマツ植林（凡例2のが見られた。ヒノキ植

林とスギ植林とは相観的な区分が凶難なこと，また

しばしば醍植されることからスギ・ヒノキ植林（凡

例22＞としてまとめられた。

　スギ・ヒノキ植林が目琵つ地域は大山南斜面の大

山環状道路沿いで海抜800－i，000mの範囲である。

また大山滝付近や勝田ケ由東山麓にもまとまった植

林地がみられる。

　アカマツ四品については前述されたがクロマツ植

林は豪円山海抜900m付近の鷹1踏暮1に沿って晃られ

た。

　カラマツ植林は桝水高原の海抜700m付逓に造林

されているが，面積的には小さい。

15）その他

　具体的な分布状態について明らかにされなかった

が前述の植生単位：やその凡例の他にモウソウチク群

落（凡例25＞，カラスビシャクーニシキソウ群集（凡

例26），ヒメジョオンーヒメムカシヨモギ群落（凡例

2ア），ウリカワーコナギ群集〈凡例28）などの植生単

位が聞えられた。また植生単位以外の凡例として市

街地・一路等（凡例29），開放水域《凡例30）などが

加えられた。

2　地域的な植生配分

　植生図によって，各群落または群落単位の具体的

な配分や群落の娠育範闘などは明確に示される。あ

る地域では，相互に隣回した植生単｛窪との閥には深

い関連があり，またその地域特有の環境要因との桐

互作用によって特徴的な植生口分が示される。この

ことは人為的影響の少ない自然植生の問でより一顯

明瞭である。

　このような現象はとくに植生国分模式1ヌ［によって

明らかに示すことができる。

ユ〉大山山系の自然植生

　大出の自然植生の蕪直的な分布を決定しているの

は植物群落相互の｛乍ll・1や気候，上壌，地形，地質な

どの多様な環境要因と植生との相酬乍用にほかなら

ない。しかしある特殊な環境要因がその地域の植物

群落に対して：二1三動要限として働く場舎がある。

　大山山系の自然植生は，海抜高度により唯直的な

分布範闘と．ヒ壌の4く分条1イトによってその生育環境が

決定される　　（Abb．22）。

2＞山頂部（1，000～ユ，700m）の植生配分

　大山の海抜1，200－L70伽，巣大山の海抜1，000～

1，300mの出頂部とくに！ゴ寿木森林限界／二部の植物群

落は気候的環境要隈の制約を1短く受けている。

　山頂部の植生配ラ｝は気候的な作用や他の環境要阪

の相対的な作用結果の指標として，ヒ壌の水分条件

と、ンニ地の安定度により植物群落括｝亙の片点が決定さ

れた（Abb．23）。

3＞崩壊地周辺の植生醸己分

　海抜1，500m付近よりはじまる大出の崩壊地には，

立地の安定度に依って種々の植物群落の醜分がみら

れる。海抜高度によって勇瞭殉な帯状の植生配分と

水’1え的な帯状分布が詞時に示された（Abb．2の。

V　大山の自然保護に対する植生学
　　　からの提案

ユ　きびしい環境条件下に生育する大山の植生

　　中【」麹．L1地のほゴ中央の日本海岸に突山してそび

える大山は，その独得な，しかも秀麗な山容をそな

えている。

　大山の植生は前述のように，植物群落学的凱場か

らも，また，群落分布学的な疏場からもきわめて特

異な，質の高いものといえる。

　一日目に見ると，大由の基岩がもろい安山岩であ

るにもか＼わらず海抜700～80伽以高は1’・1然植生が

温存されている。とくに，海抜700m（ところによっ

ては海抜600m）から1，2QOmにかけては，クロモ

ジーブナ群集が．．二分に発達している。この群集はい

わゆるブナを煮とする夏緑広葉樹からなる高木林で

あるが，これが大出の火山性の不安定な山地斜面を

お＼っている。しかも，鰐群集内には乾性、冠壌から

湿姓、71地にいたるいくつかの亜群集レベルの群落が，

斜面の角度や方向，わずかの［L！1凸に見事に文す応して

成疏している。

　海抜1．300m以高は，森林の相観は一変し，タニ

ウツギ，キツネヤナギ，ナナカマドなどの夏緑低木

群落におきかわる。さらに山頂付近の多積雲地には

草本植物群落のヒトツバヨモギ群落や，ヒデノガリ

ャス群落，大虜を領国づけるダイセンキャラボク群

集が見られる。　ブナ林の高油分衛は，本来海抜1，

600mが生育限界とされているが，火宅が独凱して
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存在していること，聴い火山であることなどから気

候的にも地形的にも，この地域にはブナの高木林が

生育しえないのてある。したがって，この事実は大

出の自然環境がきわめてきびしいものてあることを

うらづけている。

　大山の他のいちしるしい特徴は，もろい基岩に起

囚した，崩壌地が山頂部からクロモンーフナ群集域

まて広大していることである。そこには，ヒメアカ

ハナーホソバノヤマハハコ群集と規定されたきわめ

てまばらな植生か生育するのみてある。崩壊地植生

は若い火慮か，風化しやすい母岩をもつ地域に多く，

この地域は例えば冨ヒ出，粟門主1峯，浅聞山などのよ

うに，道路建設をはしめとする人為的破壊作用はタ

ブーとされている。
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Abb　25大山のもろい安山岩質斜肉には瓦谷，の次，玉の沢などの大きな崩織地が発達している。（元谷封近：）

　爽大由は，大山1＝峯に比べて基岩がきわめて女難

し，崩織地はひかくてき少ない。しかしヒメコマツ

林やウツギ群落などの岩角地生の雑1牛が特徴的に分

離している。

　このように，大山の自然植生は若い火山体できわ

めてもろい，風化されやすい基巻上に生育している

ばかりでなく，B本海に向って狐目しているなど地

質的地形的要因に加えて，きびしい気象条件に対し

てかろうじて生育しているきわめて弱い植生の集ま

りであることが断言できる。弱い植物群落が形成す

る漿剛域を景観学上てはとくに弱い景観域（Sch職一

ch　Landschaft）とよばれ，人間による開発はもつ

　　簸　蓼

　　雛

　　　綜

灘縁

とも換重にあるいは全くこれをさ1アなければならな

い地域てあるといわれている。

2　人為的陛迫による大山の纏生の変化

　　大際は占来，山猛稲仰の対象とする修験場で～

般庶民とは縁遠い存在であった。しかし，自然景観

にすくれたこの霊山も，明治はしめ以降仏教支配が

とかれ，登山老が年を追うことに増撫し，昭和初期

には登山道も整備きれアこ。また昭憩ll犀，国立公園指

定されるに及んで来訪者が増加し，大山の自然に与え

る人為的な網打がはげしさを増している。とくに近

年の来訪脅数は爆発的でありデータによれば，出頂

を飼ざした登由者は一月間に約18万人と推定され，
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それに伴なう環境悪化は大山地域の各所で認められ

る。さらにこの人為による自然環境の破壊は，観光

道路の造成計爾によってさらに拍車がかけられよう

としている。

　海抜600m以下の山麓部は，広い地域にわたって

古くから農業や林業などの立場で伐採，開墾，植林

などが行なわれている。そのため，かつては常緑広葉

樹林が生育していたと考えられるこの地域は，現在，

アカマツ植林，キンキマメザクラーコナラ群落，ホ

クチァザミーススキ群集に変質している。北部の海

抜700mの平坦地は香取開拓部落とレて古くから耕

作され森林は畑地雑草群落と化している。しかしこ

れらはいずれも公園区域外のことであるが，最近で

は区域内での樹林伐採が霞立っている。とくに大由

東方の笹平上部の斜面ではrl鷲km長さ2繍におよび

広範瞬なクロモジーブナ群集の一斉皆伐が行なわれ，

伐採あと地には伐盾群落が生育している。1この伐採

は海抜1，ユ00mにまで達している。

　大虜の観光闘発の燧どりを晃ると，江戸時代は大

山の祭霞に開かれる隼馬市にともなう参詣人で大い

ににぎわった。大正時代には5，300頭もの牛馬が集

まったといわれる。

　大山道路が暇和38年12月に開通し，大山寺一帯に

は次々に旅館，みやげ店などが建ち並んだ。さらに

大岸寺から裏大［掘こ回る有料道路・大山高原ライン

は昭和40年10月に1爾通，蒜山と裏大山を結ぶスカイ

ラインは昭和妬年夏に開逓した。これらの観光道路

によって大晦を訪れる観光客は幾何級数的に増加し，

登山口は葎周に約娼万人と推定される程になり自然

への圧迫がはげしさを増している。大霞道路によっ

て繕言けい道がかく幅されクロマツの並木が各所で

寸断された。桝水原，鏡ケ成，などの山腹斜颪は観

光客の滞溜広場としてのキャンプ場，ロープウエイ，

避難小屋などが設置され，自然植生のクロモジーブ

ナ群集やミズナラニ国恥は，ホクチアザミーススキ

群集やシバ草地に変えられた。同様に，大山北斜面

では，大山寺に接した北斜面のブナ林がスキー場に

変じている。さらに，もっともけい斜角のゆるい大

休峠に題ずる山道ぞいは，体暇村建設のために森林

の伐採が進められ，大山の自然埴生域にあたかもク

サピをうち込まれたように，破壇の手がのびている。

　一方大山山頂を目ざす登山者の増加にともない山

頂部の篠生も急げきに破壌されている。大山山頂部

の櫨生は前述のように，不安定な地質ときびしい気

象条件につり合った弱い植生の集舎体であるが，人

間の踏圧，汚物の廃棄などによって，自然植生はた

ちまちのうちに消滅している。鳥取県の高体連登山

部の調査では昭和45年夏の7月21日～8月三日の約

40日間に約4万人の登磯者がありゴミ処理量が3，2

6鰍gに達したといわれている。

　このように大山山頂部は自然に対して局所的に人

為圧が強く働いている。そのため山頂部の櫨生は次

々に退行し，はなはだしいところでは裸地化してい

る。山頂部分の自然樋門は，クガイソウーヒトツバ

ヨモギ群落とカラマツソウーヒゲノガリヤス群落で

しめられていたと考えられる。　また一部はキャラ

ボク群集の存在も考えられる。しかし現在は一様に

田地に厩られるはずの踏跡楠物群落のオオバコ群落

にとって変っている。オオバコ群落は頂上部の人間

が集合するところにまとまった広がりを見せ，さら

に同然草原の中を通る登山道にそって細長く分布し

ており人為的影響の程度の指標となっている。この

人聞集合地域に接して，同日の誇るキャラボク群藥

が見られるが，その林内には汚物がすてられている

場合が多く，群集が変質されるおそれがある。

3　大出の自然保護対策について　一植生学の立場

から一

　大由はすでに前述の調査結粟から明らかなように

学衛的にきわめてすぐれた生物共肩体の集まりであ

る。すなわちそれぞれが，大山特有のきびしい環境

条件に適応し，過玄の長い年月において最大限に発

達した生物群集（終極根）の蘂合体ということがで

きる。個々の植物群落にあたって見ると，地質，地

形，土壌，大気綴，微気象などの立地条件は群落に

とってきびしく，他からのわずかな変動因子によっ

て容易に破壊され持続が困難となる。とくに中腹（海

鼓600m）以高の植生にはそのことが云える。

　海抜600mから1，300mにかけて広がるブナ林（ク

ロモジーーブナ群集）は裏日本型ブナ林の西縁にあた

りまた，森林構成種の中には褒擬本に分布する種群

も混生するなど，植生分布学的にきわめて貴重な存

在である。しかも裏日本の多雪地特有の環境条件で，
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Abb　26大出由麓における観光道路の建設は，しばしば無ぼうな森林破壊をおこしている。

　　　　　　　　　　　　一n9一

（東大山）



土壌や林内の湿度はきわめて高く，とくにミヤマカ

タバミ亜群集において，それがいちじるしい。岡様

に沢ぞいのジュウモンジシダーサワグルミ群集域も，

受光時間が短かく，春遅くまで積雪があり，面内湿

度は高い。このような森林において皆伐や，自動車

道路建設のための伐開や掘削は，森林の林内環境の

バランスが失なわれ，ひいては森林の存続が危ぶま

れることになる。

Abb．27森秣破壊の現状。林床が土砂にうずもれた森林は短期間に確実に枯死する。

　海抜1，300魚以高の低木群系（キツネヤナギ群落

他）は，本州内陸地であればブナの高木林が成立す

るはずの立地が，北西方向からの冬季季節嵐のもた

らす強風と多墨の積雪によって生存をしいられてい

る霞然の代償群落である。さらに，山頂からつゴく

崩壊織の谷部に近接したところは，春さきのなだれ

圧の影響も加わる。藝日本山地における，このよう

なきびしい立塘に生存する自然の代償植生は，北陵

および策北地方における，ヒメヤシャブシ一編ニウ

ツギ群落や，ミヤマナラ群蘂などにも見られる。

　東大由の南北方向に走る山陵の地質は，大山本山

にくらべてひかくてき安定していることが，崩壊地

の少ないことから判断することができる。この地質

は周じ安山石ではあるが黒色の硬い両輝石安山岩と

いわれている。この山陵は細く尖り粟西方向の斜面

はきわめて急傾斜に落ちこんでいる。したがって，

森林を支える土壌の堆積はきわめて少なく，しかも北

西風の影響によって韓土は乾燥している。このよう

な立地条件を反映して岩角地や熱線ぞいのやせ尾根

にはヒメコマツ群落，アカモノーシモツケ群落，ダイ

センミツバツッジークロソヨゴ群落など，本山とは

対照的な貧養性のきわめて弱い自然植生がかろうじ

て分布している。

　山頂部の低木群系すなわち凹雌のキャラボク群集

から，凸状地のコメバッガザクラの優議した風衝低

木群落までのすべての植生はきびしい自然環境に耐

えて生馨し，しかも人間圧によって容易に破壌され

ていることはすでにのべられた。

　以上のように大山の自然は，本来，開発という名

の自然破壊は許されないところである。しかしなが

ら，大山東側や北側における大規模な皆伐や無理な

観光道路の建設がすでに行なわれているのが実清で
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Abb　28大山環状道路沿のブナ林の林床には陽光の侵入により，クマイササが密生している。（大山寺付近）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一121一



ある。さらに今度予想されあるいは一部は実行に移

されている大山を一周する環状道路（勝田ケ山をト

ンネルで掘鼓く計爾）レクリェーション施設用地の

拡大，多様な霞然林の植躰による単調化などに対し

ては，強力な保護政策が必要とされる。大山を護る

法的な規制には昭牽阻1年2月1闘指定された開立公

圏指定（12，403hα昭稲38年には31，927んα）をはじめ，

特別鳥獣保護区，地下資源製鋼禁止，特別天然記念

物婚定があるが，これらの法律の内容の強化，例え

ば普通地域の格上げによる伐採規制や特別保護地区

の拡張などが考えられる。

　大山山頂部の自然破壊については鳥取県高体連登

山部が自発的に実情を調査し，自然に与える人為の

インパクトについてきわめて貴璽な資料が得られて

いる。この運動では，登山者数，高山採集の無断採

藥の実態，排棄物の量などについてこくめいな調査

が行なわれ，さらに，その結果にもとずく具体的な

戴策も積極的に進められている。
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Abb．29大山の遠豊。自然纏生は山腹上綿に限られており由麓部は代償纏生におきかわっている。背景の大

　　慮山麹こは崩壊地が目立つ。（鏡ケ成）
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　以上により，大山の霞然の特質が植物祉会学の立

場から鴨らかにきれた。この上さらに，生物共同体

のもう一方の構成者である動物群集の解剖が必要と

される。そしてその成果が得られてはじめて大圏の

露然のしくみや各群集の相互の有機的関係が明らか

になろう◎しかし，大出の植生は，薄口の調査から

判断して少なくとも，植物社会学の立場から，今ま

で歯跡列島の各地で行なわれ，告発きれてきた開発

という名の霞然破壊にはきわめて無防備であると断

言することができる。

　要　約

　1971駕7月および10月の2回にわたって申國地方

中部の監本海側に位：冒する大由金域の植生調査が行

なわれ，以下の群集および群落が記録された。また

1：25，000の地形図に現穿植生図が描かれた。主に

大山・東大由のブナクラス域（600～1，700m）の植

物群落が調査対象とされた。
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王　Fageteacrenaもae　Mlyawaki，　OhbaetMαrase1964
　　　ロヘ　　　フナクラス　　　、

　1　Saso－Fageもalia　crenatae　Suz♂Tok．1967
　　　　ササーブナオーダー

　　　A　Saso－Fagion　cre轟atae　Miyawki　et　al．1964

　　　　　　チシマザサーブナ群団

　　　　1）Lindero　umbe至1atae－Fagetum　crenatae　Sasak｛1964

　　　　　　　クロモジーブナ群集

　　　B　　Pinion　PentaPhy至lae　Suz・一Tok．　三966

　　　　　　ヒメコマツ群雛1

　　　　1）P翻・πPα・γげ♂・・α一Gesel｝sc難afも

　　　　　　　ヒメコマツ群落

　2　Quercetaha　serra£o一間。臓golicae　醗lyawaki　e記　a｝．！971

　　　　＝コナラーミス“ナラオーダー

　　　ANoch　nic熱t　bes§mmte　Verb畿n（圭e

　　　　　未決定群団

　　　　三〉　ゐどπ4ε7α　冠7πわeどごα‘α一Q祝e7噛。㍑s　7η07～80♂ピ。αva圭㌔　8γoε8ε8εア7αεα…Gese至茎scha多t

　　　　　　　クロモジーミズナラ群落

　　　　2）　Pγ．μ泥包8　ぬ。ぎ8αvar．偽ぬ砺eη8ごs～Q？紹7c秘8εeγγαオα一Gese貝schaft

　　　　　　　キンキマメザクラーコナラ群落

　　　B　P三R三〇ndensiflorae　Suz．一Tok．1966

　　　　　　アカマツ群i講

　　　　！）R轟ododendro－Pine℃um　az㌃竃．類anum　Suz．一Tok．1966

　　　　　　　ヤマツツジーアカマツ群集

　　　C　 CIeroden（圭ro一睡a圭圭otion　japonicae　O｝1ba　l971

　　　　　　クサギーア四三ガシワ群団

　　　　ユ　）　R冠δ賢8　cγα孟αε8の㌦）Z‘鷺s～ノ1γα～‘α　θ～α孟α一Gese1玉schaft

　　　　　　　クマイチゴータラノキ群落

　3　Fraxino－U1凱etalia　Suz．一Tok．1966

　　　　ニレーシオジオーダー

　　　A　　Pterocarion　rhoifoliae　M重yawaki　l964

　　　　　　サワグルミ群囲

　　　　1）polysticho＿pterocaryetum　Suz．一Tok．1956

　　　　　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　　　2）S孟ツγαコσoδα88‘α一Coγ徽8　coη孟γ・γe78α一Gesellschaft

　　　　　　　ハクウンボクーミズキ群落

　　　？3）Me伽蹴α彦e瞬8－Zε疏・ツα8e7剛α一Gesellschaft

　　　　　　　　ミヤマハハソーケヤキ群落

　4　Noch　nicht　bestimmte　Ordnung

　　　　未決定オーダー

　　　AWeigelion’hortens三s　Horikawaet　Sasaki　l959
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II

Hl

　Miscan七hetea

　ススキクラス

1　Miscanthetalia　sinensis　Miyawaki　et　Ohba　1970

　　　ススキオーダー

　A　Miscanthetion　Suz．一Tok．　etAbe　I959
　　　　　ススキ群団

　　　1）Saussureo＿Miscanthetum　sinensis　Suganuma　1970
　　　　　　　ホクチアザミーススキ群集

　　？2）Gα㍑Z蔽θ甥αα（置επo孟ん幅」σ一Sμrαeαノ（4）oη‘cα一Gesellschaft

　　　　　　　アカモノーシモツケ群落

　　？3）　Tんα琵。言デ艇7πα9疵Ze8越）Z謡πL－Cα♂α魏α8708漉8　Joπ8‘3eオα一Gesellschaft

　　　　　　　カラマツソウーヒゲノガリヤス群落

　B　　ZoysiQn　lapσnicae　Suz．一Tok．　et　Abe　ex．　Suga漁u猷a　1970

　　　　　シバ群団

　　　1）Zoツs‘α　ノ（切。π‘cα一Gesel｝schaft

　　　　　　　シバ群落

2　Noch　nicht　bestimmte　Ordnung

　　　未決定1オーダー

　A　Artemisio－Polygonion　sachalinensis　Miyawaki，　Ohba
　　　　　オオヨモギーオオイタドリ群団

　　　　　Laporteo－Artemision　montanae　Suganuma　1970
　　　　　ヤマヨモギームカゴイラクサ群鰯

　　　1）　1！θγoη‘cα8孟γ冠7π　8£6δ7‘c駕7π…ノ17唖オe9π‘8ガα　7πoπop1り7”α　Gesellschaft

　　　　　　　クガイソウーヒトッバヨモギ群落

　NQch　nicht　bestimmte　Klassen

未決定クラス

I　P藍antaginetaha　a・siaticae　Miyawaki　1964

　　　オオバコオーダー

　A　Po豆ygonionavicularis　laponicae　Miyawaki　l964
　　　　　ミチヤナギ群団

　タニウツギ群団

1）Sα撫ツ鉱♂P‘ηα一湾伽8Pθη伽Zα～Gese｝豆schaft

　　　キツネヤナギーヒメヤシャブシ群落

2）Sα伽8αcんα伽eπ8ゴ8一潮繋8peπ翻α一Geselischaft’

　　　オノエヤナギーヒメヤシャブシ群落

3）Rん。（ど。（！eη（fγo箆ごα80∫）冠8一刀εコσ8駕9θτoん麗var．ご。π8‘pe（加πc堀α孟α一Gesellschaft

　　　ダイセンミッバッッジークロソヨゴ欝落

　Noch　nicht　bestimfnte　Verb註nde

未決定群団

1＞Taxietum　nanae　aSS．　nOV．

　　　キャラボク群集

　　　　　　　　　　　　　　sinensis　赫iyawaki．et　Ohba　1970

et　Oku（玉a　　1968
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　1　）　P♂απ孟α80　　α8どαオδcα一Gesellschaft

　　　オオバコ群落

Noch　nicht　bestimmte　K：lassen，　Or（熱ung　u．　Verbande．

未決定群団，オーダーおよびクラス。

　1・）EμZ・伽m∫・副・トA・αP励・皿・・8・廠・・αv・・．・・8翻μ。一G。，ellsch。ft

　　　ヒメアカバナーホソバノヤマハハコ群落

　2）Pんy〃・d・cε吻P傭。α一君。c‘飢。αηαηα一Gesellschaft

　　　ッガザクラーコメバッガザクラ群落

　大山は粘姓の強い安山岩系岩石で形成されている

が，一般に母岩はもろく各地に崩壊地および崖錐が

生じており，それに醤属した特異な植物群落の配分

が認められる。

　また大山が日本海に近く面した独立病的な山岳で

あるため気候条件も強く影響しており大山の櫨生配

分を決定する重要な環境要因となっている。これら

の自然環境と植生との禮互関係について植物社会学

的な観点から考察された。

　大山は気候的に裏日本気品区に属し，フロラ的に

も裏日本要素が多い。しかしその西限付近に位置し

ているため，しばしば表蹟本要素の植物も分布をひ

ろげており，種々の植物群落の種組成に微妙に反映

している。

　大山の海抜900m以上は自然植生が十分残されて

いる地域であるが，立地は土壌的，地形的に崩壊し

やすいきわめて弱い畏観域である。そこでは各所に

大小の崩壊地をみることができる。

　大由の海抜900m以上，また東大山海抜700m以

上を従来の無秩序な開発を行なえば，自然植生の破

壊はもとより自然災害の起る恐れが十分ある。その

ためにも人為的な干渉に対する多様な霞然立地の反

応を植生を婚標として診断し，蕪辞景観域の保金を

はかってゆく必要がある。

　大山の自然景観は単なる観光資源としてばかりで

なく山崩れ防止などの国土保全，纏域的な治し翻台水

の見地から保安林として保全し，かつすでに破壊さ

れた植盆の復元に十分留意すべきである。
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